
 11/14　資料①

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.49

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

電子母子手帳アプリの
登録者数

450人/年 2,050人/年 2,325人/年 2,500人/年 2,675/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.28

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

パパママセミナーの実
施回数

12回/年 16回/年 16回/年 16回/年 12回/年 

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保健推進員が活動する
自治組織割合

93.0% 98.3% 91.4% 100.0% 89.7%

3

指標/目標

第12期保健推進員　81人（52/58自治組織）。
がん予防や熱中症予防、脳の発達を促すエクササイズ等をテーマに研修を実施しました。また、地域
における健康づくりをテーマに外部講師を招き、講義やグループワークなどを実施しました。

継続

　　　　　第２期ふじみ野市子ども・子育て支援事業計画施策一覧進捗管理表
【令和６年度実績】

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子保健包括支援事業

指標/目標

すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施しました。
（参加者延べ人数：すくすく相談311人、健診フォロー相談31人、育児専門相談21人）

1

保健センターにおける相談・情報提供の充実

出産前の子育て準備講座の充実

2

指標/目標

出産前から、出産や子育てに関する相談や講座を実施し、妊婦とその家族の健康づくりに取り組むこ
とで、安心して子どもを産み育てられる環境をつくります。

日曜日にパパママセミナーを開催することで、より参加しやすい環境を作ることが出来ました。沐浴
実習のほか、保健師・助産師・管理栄養士、臨床心理士、歯科衛生士が妊娠・出産・産後の心と体に
ついて講義を行い,出産前の子育て準備講座の充実を図ることが出来ました。

■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

■地域健康推進事業

保健推進員の協力のもと、地域への母子保健情報の周知や地域の状況に応じた健康づくりを推進する
ために、保健推進員制度の普及・啓発を行います。

コロナ禍で地域での活動ができない時期がありましたが、現在は活動を再開し、地域に合わせた健康
づくりのための活動をおこなっています。引き続き「地域と行政との健康づくりのパイプ役」とし
て、保健推進員と連携・協働し、保健事業の周知や啓発などをすすめていきます。

実施方法を見直し、定員枠を増やしてパパママセミナーを実施しました。年12回実施し、参加者延
べ人数は妊婦197人、夫193人、祖母0人でした。計12人の妊婦や夫に電話でのフォローを実施し
ました。定員を超えて、参加出来なかった対象者3人に訪問での沐浴指導を実施しました。

保健推進員制度の普及・啓発

継続

継続

引き続き、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施し
ます。
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.26、52

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てコンシェルジュ
事業利用者満足度

100% 100% 98% 100% 97%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.27

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
不妊治療費助成制度の
市民への周知割合（健
康カレンダー全戸配
布）

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
こども家庭セ
ンター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.20

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件/年 84件/年 29件/年 160件/年 45件/年

子育てコンシェルジュ事業の充実

子育てに関する情報を提供し、相談対応のみならず、保健センター等関係機関へ同行するなど個別
ニーズを把握するとともに、妊娠期から子育て期まで寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育て
の不安軽減に努めます。

妊娠期から子育て期までの方が気軽に足を運び、子育ての情報を得たり、相談ができたりする施設と
して周知を図りました。また、市内の子育て関係機関との連携を図り、同行するなど個別のニーズに
対応いたしました。

■子育て支援センター管理運営事業

指標/目標

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

令和4年4月から保険適用となりましたが、引き続き経済的・精神的負担の軽減を図りました。ま
た、助成制度についてのチラシの作成や市ホームページに制度内容を掲載し周知しました。不妊治療
を必要とする市民が適切に申請できるよう周知します。

指標/目標

養育支援訪問事業が必要と思われる世帯を把握した際は、事業の説明をし、活用するよう積極的に働
きかけ支援につなげました。また、養育支援員が減少しているので支援員増に努めました。

6

妊娠期から子育て期まで個別のニーズに合わせて、寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育ての
不安の軽減に努めました。相談総件数：1,095件（うち保健師対応件数646件）関係機関連携件
数：95件

継続

助成件数：45件　助成金額：2,298,000円

継続

養育支援訪問事業についての丁寧な説明を行ったことにより事業を受け入れる世帯が増えたため、前
年度に比べ、訪問件数が増加しました。

継続

不妊治療への支援

不妊治療に係る費用を助成することで、子どもを望む夫婦の家計の負担軽減を図ります。また、県及
び本市の不妊治療費助成制度についての申請方法や対象要件等の周知を行います。

■母子保健包括支援事業

指標/目標

養育支援訪問事業の実施

4

5
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.20

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件/年 ― ― 160件/年 -

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.21,29

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
乳児家庭全戸訪問対象
者への訪問実施割合

99.9% 100% 100% 100.0% 100%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.31

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

妊婦健康診査助成券対象
者への交付割合（妊娠届
提出及び転入全妊婦）

100% 100% 100% 100% 100%

8

7

生後４か月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育てに関する情報の提供、乳児及び保護者の心身の状
況及び養育環境を把握し、相談・助言を行います。

安心して妊娠・出産できる体制づくりを目的に、妊婦の健康保持及び健康管理の充実を図り、妊婦に
対して、検査計測、保健指導及び必要な医学的検査を実施します。

■母子保健包括支援事業

全対象者へ助成券を交付し、引き続き受診率の向上のための周知を行います。

指標/目標

全妊娠届出者（転入者含む）712名に対し助成券を発行し、受診勧奨等実施しました。

継続

■母性・乳幼児訪問指導事業

育児支援の充実及び虐待防止の観点から、保健師・助産師等の専門職が早期に介入することで適切な
支援につなげることができました。

指標/目標

母性・乳幼児訪問指導を実施し、出産前後の妊婦や保護者への助言や指導を行うと共に、支援が必要
な場合には関係機関と連携しました。

継続

こんにちは赤ちゃん事業の実施

６
－１

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

養育上の問題を持つ家庭を発見し、必要な支援に結びつけるためには非常に重要度の高い支援である
ため、今後も関係機関と連携し支援の充実を図ります。

指標/目標

養育支援訪問事業の実施

妊婦健康診査の実施

訪問対象者（630件）全件を訪問し、母子の心身の状況確認や養育状況の確認、また子育て支援情報
の提供や育児相談等を行い、保護者の育児負担・育児不安等の軽減を図りました。また、支援が必要
な家庭には、早期に他機関と連携を取りながら支援を行いました。

継続
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№
施策名/担当部

署
地域福祉課（社会福祉協議会）

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.30

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

産後ヘルパー派遣時間 403時間/年 610時間/年 281時間/年 610時間/年 285時間/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.30

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

実施施設数 ２か所 1か所 1か所 ３か所 2か所

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

なし

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 5,858人/月 3,715人/月 5,908人/月 4,061人/月

11

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

令和2年度から令和4年度頃までは、新型コロナウイルスの感染予防対策に努め、安心、安全に配慮
して施設運営を行いました。子育てパンフレットを作成、市内関係機関へ配架し、地域子育て支援拠
点の周知及び利用に繋げることができました。

指標/目標

産後ケア事業の実施

10
（新規）

支援が得られない母子等に対しては宿泊型の産後ケア事業を提供し、心身のケアや育児のサポートを
行い、安心して子育てができる体制を確保します。

■母子保健包括支援事業

必要な家族が事業を利用することができるよう、妊娠届出時に渡す冊子、ホームページでの周知や地
区担当保健師から該当する方へ声掛け等を行い、広く周知を行いました。

指標/目標

9

産後間もなく体調がすぐれず、また育児不安などのため精神的に不安定になりがちな母親の負担を軽
減するため、家事援助などを行い、母子福祉の向上を図ります。

■産後ヘルパー派遣事業

指標/目標

産後ヘルパー派遣の実施

実際の利用者は年間で15件でしたが、利用したいと申請に来所された方は、プラス7件でした。利用
はされませんでしたが、申請をすることで不安が少なくなったという方が多くいました。引き続き講
座の開催などで協力員の増員を図っていきます。

継続

延45組が利用しました。

継続

ふじみ野市公式インスタグラムに市内13地域子育て支援拠点の投稿を行うなど、新たな周知を図り
ました。また、子育てパンフレット（子育て支援施設紹介とマップ掲載）の配架を市内関係機関や新
興住宅地を建築中の民間業者へ依頼するなど、市民の手に渡るよう努めました。

継続

子育て支援拠点の充実

派遣世帯15件、延べ派遣回数166回
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№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育て講演会参加者数 141人/年 ― 78人/年 150人/年 53人/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.28、33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回/年 24回/年 24回/年 24回/年 24回/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回/年 ― ― 24回/年 -

12

子育てママ座談会を充実させるとともに、子育て経験者等により、子育てに関する悩みや不安の相談
などに対応します。また、子育てに関する講座を開催するなど、新たな子育てネットワークを構築し
ます。

■成人教育事業

令和３年度までは高い競争率で安定した需要がありましたが、令和４年度以降は応募数が急激に減少
し、定員割れが常態化している状況です。

指標/目標

はとぽっぽ教室として、春教室（6月、7月開催）で３回、特別編（2月開催）で1回開催し、延べ２
５組５３人が参加しました。

縮小

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も継続して施設の利用に繋げられるように努めまし
た。妊婦事業では、パートナーの参加も多く、情報交換など交流が盛んに行われました。令和5年度
は、妊婦と0歳つどい事業妊婦参加数が０人でしたが、令和６年度は６人の参加がありました。
プレママのつどい：妊婦17人・その他5人　妊婦と0歳つどい：145人（うち妊婦６人）

子育て家庭の交流の充実

13-1

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

妊娠届出時の配布資料や妊娠後期の手紙の同封物に事業を掲載し、広く周知を行いました。出産前に
健康教育を行う場として、正しい知識の普及や不安の軽減等に努めました。

指標/目標

プレママのつどいでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後についての講話を行い、妊婦の相談
に対応しました。

継続

子育て支援事業の充実

子育て家庭の交流の充実

13

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

新型コロナウィルス感染拡大があり、妊婦の利用が減少傾向でしたが、少しずつ利用が戻り、妊婦同
士の交流をする姿がありました。また、出産後も継続して施設利用に繋がり、先輩母として妊婦にア
ドバイスするなど交流を深めることができました。

指標/目標

継続
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.86

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

父親の定員に対する参
加割合

95% 85% 84% 85% 78%

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

東児童センター「ママ
の輪」参加者数

225組476人
/年

220組440人
/年

163組333人
/年

250組500人
/年

177組364人
/年

西児童センター「スマ
イル」参加者数

246組510人
/年

170組340人
/年

126組268人
/年

350組750人
/年

203組455人
/年

№
施策名/担当部

署
地域福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

東児童センター「ママ
の輪」参加者数

225組476人
/年

― ―
250組500人

/年
-

西児童センター「スマ
イル」参加者数

246組510人
/年

― ―
350組750人

/年
-

子育ての輪の創出

児童センターにおける各種事業の実施により、親子のふれあいを深めるための機会を創出することが
できました。

父親の育児参加の促進

14

パパママセミナーへの父親の参加を促進し、男女が共通認識をもって子育てができるように促しま
す。また、母子健康手帳交付時等において、子育て応援手帳「子育てYELL」を配布し、父親の育児
参加意識を啓発します。

指標/目標

15

指標/目標

実施方法を見直し、定員枠を増やしてパパママセミナーを実施しました。年12回実施し、参加者延
べ人数は妊婦197人、夫193人、祖母0人でした。計12人の妊婦や夫に電話でのフォローを実施し
ました。定員を超えて、参加出来なかった対象者3人に訪問での沐浴指導を実施しました。

継続

児童センターでの事業について、安心して参加してもらえるよう人数を調整し予約制で実施しまし
た。親子で楽しめるだけでなく、保護者同士が繋がっていけるよう声掛けを意識しました。

継続

児童センターにおいて、「親子タイム」「ママの輪」「スマイル」、児童委員による「あそびの公
園」など、親子のふれあいを深めるための事業を実施します。また、より多くの参加者を募るため、
開催情報について広く周知します。

指標/目標

子育ての輪の創出

15-1

児童センターにおいて、「親子タイム」「ママの輪」「スマイル」、児童委員による「あそびの公
園」など、親子のふれあいを深めるための事業を実施します。また、より多くの参加者を募るため、
開催情報について広く周知します。

■児童センター管理運営事業
■民生委員・児童委員事務

令和２年度から新型コロナウイルス感染症の拡大により、実施することが出来までんでしたが、感染
症が収束後は参加人数を制限しながら実施しました。未就学児の遊び場については、保育所の開放等
充実してきたことから参加者が減少しているため、今後は企画、運営の方法について検討する必要が
あります。

■児童センター管理運営事業
■民生委員・児童委員事務

主任児童委員及び民生委員・児童委員による未就学児を対象とした「あそびの公園」を年10回実施
しました。12月には、クリスマスイベントを開催し、シャボン玉ショーやふじみんとの記念写真会
等親子で楽しめる企画を実施し、大人39名、子ども46名が参加ました。

継続

■母子健康教育・相談事業

日曜日にパパママセミナーを開催することで、沢山の父親に参加していただくことが出来ました。沐
浴実習のほか、保健師・助産師・管理栄養士、臨床心理士、歯科衛生士が妊娠・出産・産後の心と体
について講義を行い、父親の育児参加の促進を図ることが出来ました。
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№
施策名/担当部

署
図書館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
ブックスタート事業に
おける絵本配布割合

96.3% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
ブックスタート事業に
おける絵本配布割合

96.3% ― ― 100% -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.129

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

移動式赤ちゃんの駅貸
出件数

5件/年 5件/年 5件/年 15件/年 ６件/年

図書館職員やボランティアによる絵本の読み聞かせ、子どもひとりにつき絵本を2冊とふじみんバッ
クを配布しました。また図書館の利用案内と年齢に合った本の紹介を行い、絵本を通じた親子のふれ
あいについて啓発しました。
上福岡図書館　延べ12回/342人

継続

ブックスタートの推進

16

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った本の紹介や絵本を配布するとともに、絵本の読みきかせ
を行い、絵本を通じて親子のふれあいを啓発します。

■ブックスタート事業
■乳幼児健康診査事業

指標/目標

赤ちゃんの駅の設置

17

乳幼児の親子が気軽に外出できるよう、おむつ替えや授乳が可能な「赤ちゃんの駅」の利用や「移動
式赤ちゃんの駅」の貸出について、普及・啓発を行い、子育て中の家族がイベントに参加しやすい環
境をつくります。

■子ども・子育て支援対策事業
■庁舎管理事務（本庁）　　ほか

件数は多くありませんが、おおい祭りや上福岡七夕まつりなど、市内の主要な事業に「移動式赤ちゃ
んの駅」を貸し出すことで、子育て中の家族がイベントに参加しやすい環境を作ることができまし
た。

指標/目標

ブックスタートの推進

16-1

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った本の紹介や絵本を配布するとともに、絵本の読みきかせ
を行い、絵本を通じて親子のふれあいを啓発します。

■ブックスタート事業
■乳幼児健康診査事業

10か月児相談の来所者に子どもの月齢に合った絵本の読み聞かせを行い、絵本を配布しました。

指標/目標

10か月児相談の来所者に子どもの月齢に合った絵本の読み聞かせを行い、絵本を配布しました。未
受診者に対しても、対面で確認できた場合には絵本を配布しました。

継続

移動式赤ちゃんの駅の貸し出し件数は６件でした。また、各公共施設の赤ちゃんの駅において、搾乳
での利用も可能な旨掲示し、より気軽に利用できるよう整備しました。

継続

途中コロナ禍ということもあり、読み聞かせができなかった期間もありましたが、受診者全員に図書
館の案内や絵本の提供をすることができました。
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№
施策名/担当部

署
資産管理課
ほか

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No,129

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
移動式赤ちゃんの駅貸
出件数

5件/年 ― ― 15件/年 -

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

交流事業数 7回/年 10回/年 6回/年 10回/年 6回/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.32

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 3,715人/月 5,908人/月 5,908人/月 2,675/年

17-1

乳幼児の親子が気軽に外出できるよう、おむつ替えや授乳が可能な「赤ちゃんの駅」の利用や「移動
式赤ちゃんの駅」の貸出について、普及・啓発を行い、子育て中の家族がイベントに参加しやすい環
境をつくります。

■子ども・子育て支援対策事業
■庁舎管理事務（本庁）　　ほか

乳幼児の親子に広く利用していただいています。

指標/目標

子育て支援拠点の充実（再掲）

19

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

令和2年度から令和4年度頃までは、新型コロナウイルスの感染予防対策に努め、安心、安全に配慮
して施設運営を行いました。子育てパンフレットを作成、市内関係機関へ配架し、地域子育て支援拠

点の周知及び利用に繋げることができました。

指標/目標

保育所（園）による地域交流の促進

18

保育所（園）の園庭開放などにより、保育所（園）の子どもたちや保育士と、普段家庭にいる子ども
や保護者との交流事業を行います。また、気軽に相談できる機会や育児情報の提供を行い、地域に開
かれた場所をめざします。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

地域交流の日程を知ってもらえるよう工夫し、来所してくれた家庭と交流し、子育ての相談や情報提
供を行うことができました。

指標/目標

年間6回程度、保育所の地域性に合わせた地域交流を行いました。

継続

乳幼児の親子に広く利用していただいています。
引き続き、「赤ちゃんの駅」を来庁者が利用しやすいように環境を整えます。

継続

赤ちゃんの駅の設置

ふじみ野市公式インスタグラムに市内13地域子育て支援拠点の投稿を行うなど、新たな周知を図り
ました。また、子育てパンフレット（子育て支援施設紹介とマップ掲載）の配架を市内関係機関や新

興住宅地を建築中の民間業者へ依頼するなど、市民の手に渡るよう努めました。

継続
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

産前・産後サポート事
業の実施回数

9回/年 12回/年 12回/年 12回/年 12回/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.41

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 10か所 １０か所 １０か所 9か所

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.41

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 ― ― １０か所 -

20
（新規）

産前・産後サポート事業（赤ちゃん学級）を開催し、産後間もない時期の不安や孤立感の解消を図り
ます。

■母子保健包括支援事業

コロナ禍で一時参加者数が減少しましたが、その後勧奨はがきの送付や電子申請への切り替えによ
り、参加者数が増加しました。今後も、育児不安の解消や産後うつの予防を目的に、より多くの方に
参加してもらえるよう事業を継続していきます。

指標/目標

継続

地域における産後の支援体制の充実

一時預かりの充実

21-1

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所（園）等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

子育てふれあい広場での一時預かり事業により、買い物やリフレッシュなど、就労に限らない保護者
の多様なニーズに応えることができました。

指標/目標

一時預かりの充実

21

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所（園）等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

保護者のニーズに合わせた適切な預かりサービスを提供しました。

指標/目標

公立2か所、私立4か所、認定こども園2か所、子育てふれあい広場1か所で一時預かり保育を実施
し、保護者のニーズに合わせ適切な預かりサービスを提供しました。

継続

子育てふれあい広場において一時預かり事業を実施し、1,094件の利用がありました。

継続

年12回実施し、参加者は、母1４９人、児１５１人でした。各月、対象者へ勧奨はがきを送付し、申
込しやすいよう申請方法を電子申請に変更し、参加者数を増やすよう努めました。
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

利用者アンケートにて
満足・やや満足と回答
した人の割合

89% 96% 94% 97% 96%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.49

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
電子母子手帳アプリの
登録者数

450人/年 2,050人/年 2,325人/年 2,500人/年 2,675/年

№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.115

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
保育所等訪問支援を実
施する市内事業所数

２か所 ４か所 5か所 ４か所 6か所

22

すべての児童に安全な居場所と健全な遊び及び活動を提供することにより、心身ともに豊かに成長す
るよう、各種事業を実施・充実させます。

■児童センター管理運営事業

幅広い年齢層に合わせた各種事業を実施・充実させ、多くの児童に安全な居場所と健全な遊び及び活
動を提供することができました。

指標/目標

継続

昨年度よりも利用者数が増加しました。また、遊びの場として開放するとともに、乳幼児から中高生
までの幅広い年齢層に合わせた各種事業を展開し、こどもの体力を増進させ、併せて協調性、社会性
を養うことで健やかな成長を促すことができました。

児童センターの充実

就学前の障がい児支援の充実

24

就学前の障がい児を対象に障がい児保育を実施し、日常生活における基本的な動作、集団生活への適
応訓練等を行う施設の充実を図ります。また、保育所等を訪問し、障がい児が集団生活に適応するた
めの専門的な支援の充実を図ります。

■障がい者福祉サービス事務

利用者数が年々増加していることや、療育を行う事業所も増加していることから、サービスの質と量
の両面を確保するため、児童発育・発達支援センターと連携し子ども部会をとおして療育に関する協
議を行いました。
また、児童発育・発達支援センターが中心となり、市内事業所連絡会を開催することで情報提供や事
業所間のつながりを作るなどの取り組みを行いました。

指標/目標

保健センターにおける相談・情報提供の充実（再掲）

23

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子健康教育・相談事業

引き続き、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施し
ます。

指標/目標

すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施しました。
（参加者延べ人数：すくすく相談311人、健診フォロー相談31人、育児専門相談21人）

継続

市内児童発達支援事業所数：31か所（うち保育所等訪問支援実施：6か所）
利用件数（延べ）：3,299件（児童発達支援利用件数）

継続
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.116

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
健診フォロー相談の実
施回数

12回/年 12回/年 12回/年 12回/年 10回/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.51、119

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

健康相談対応数 458件/年 400件/年 337件/年 500件/年 311件/年

育児相談事業（すくす
く相談）の実施回数

13回/年 12回/年 13回/年 13回/年 12回/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.51、119

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

健康相談対応数 458件/年 ― ― 500件/年 -

育児相談事業（すくす
く相談）の実施回数

13回/年 ― 13回/年 13回/年 -

25

医師・臨床心理士などによる専門的な相談・指導や適切な専門機関の紹介により、障がいの早期発見
及び療育の相談を実施します。また、児童発育・発達支援センターと連携を図り、個別ケースへの支
援を行います。

■母子健康教育・相談事業

健診フォロー相談、育児専門相談ともに月1回実施し、発育・発達でフォローが必要な方をお呼びし
保健指導等を実施しています。必要な方には医療機関や児童発育・発達支援センター等と連携しなが
ら支援を継続しています。

指標/目標

健診フォロー相談：年10回、実人数27人、延べ人数31人。来所予定者の体調不良により2回未実
施。
育児専門相談：年12回、実人数21人。

継続

指標/目標

乳幼児健康診査後の支援体制の充実を図るため、保健・福祉・医療の連携を強化することにより、乳
幼児の発達相談や栄養指導、生活指導などの健康相談を充実させます。

■母子健康教育・相談事業
■子育て支援センター管理運営事業

関係機関と連携し、乳幼児の健康・発達・生活全般にわたる育児相談に対応することができました。

26

指標/目標

健康相談の充実

健康相談の充実

乳幼児健康診査後の支援体制の充実を図るため、保健・福祉・医療の連携を強化することにより、乳
幼児の発達相談や栄養指導、生活指導などの健康相談を充実させます。

■母子健康教育・相談事業
■子育て支援センター管理運営事業

育児に関する身近な相談の場として未就学児とその保護者に広く利用していただくことで、健康相談
の充実を図ることが出来ました。

【すくすく相談】乳児：102人　幼児：209人

継続

関係機関と連携するとともに、保健師・保育士の専門職の両輪で相談事業の充実に努めました。
子育て支援関係機関との連携件数：延べ95件

継続

障がいの早期発見及び療育相談の充実

26-1
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.49

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

手引き、パンフレット
作成数

2冊/年 2冊/年 2冊/年 ２冊/年 2冊/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件/年 29件/年 160件/年 160件/年 45件/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件/年 ― 160件/年 160件/年 45件/年

27

保育サービスの情報が掲載されているパンフレットなどの充実を図り、積極的に情報発信します。

■保育所入所事務

引き続きパンフレット及び保育施設一覧を作成しました。

指標/目標

保育施設等の紹介パンフレットや保育施設一覧を作成しました。保育施設一覧は、保育情報が変更と
なった場合でも対応できるよう定期的に内容の改定を行いました。

継続

養育支援訪問事業の実施（再掲）

28-1

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

養育支援訪問事業が必要と思われる世帯を把握した際は、事業の説明をし、活用するよう積極的に働
きかけ支援につなげました。また、養育支援員が減少しているので支援員増に努めました。

指標/目標

養育支援訪問事業の実施（再掲）

28

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

養育支援訪問事業が必要と思われる世帯を把握した際は、事業の説明をし、活用するよう積極的に働
きかけ支援につなげました。また、養育支援員が減少しているので支援員増に努めました。

指標/目標

養育支援訪問事業についての丁寧な説明を行ったことにより事業を受け入れる世帯が増えたため、前
年度に比べ、訪問件数が増加しました。

継続

養育支援訪問事業についての丁寧な説明を行ったことにより事業を受け入れる世帯が増えたため、前
年度に比べ、訪問件数が増加しました。

継続

保育サービスの情報提供
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№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.7、54

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
家庭教育セミナー講座
数

１講座/年 １講座/年 １講座/年 １講座/年 1講座/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 3,715人/月 5,908人/月 5,908人/月 4,061人/月

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.50

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

乳幼児家庭全戸訪問事
業を除く未就学児の訪
問回数

延べ215回/年 延べ200回/年 延べ171回/年 延べ200回/年 延べ282回/年

29
（新規）

就学前の子どもをもつ保護者を対象に、入学準備として小学校の理解や親子の心身の状態、家庭や学
校、地域の役割などを学ぶ機会を提供します。

■青少年教育事業

令和５年度まで入学準備講座を開催していましたが、保育園、幼稚園、小学校も同様の事業を行って
いることから、内容をリニューアルして開催しました。

指標/目標

「鳴らせ！響かせ！土鈴づくり教室」として３月に２回開催し、延べ１３組３３人が参加しました。

継続

育児不安のある保護者への訪問指導

31

保健師が関係機関と連携した訪問指導に取り組み、子育て不安や悩みの軽減に努めます。

■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■子育て支援センター管理運営事業

他機関との連携図りながら、乳幼児や保護者の健康上の問題や育児不安に対し、関係する機関と連携
を図りながら適切な支援を行います。

指標/目標

子育て支援拠点の充実（再掲）

30

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

令和2年度から令和4年度頃までは、新型コロナウイルスの感染予防対策に努め、安心、安全に配慮
して施設運営を行いました。子育てパンフレットを作成、市内関係機関へ配架し、地域子育て支援拠
点の周知及び利用に繋げることができました。

指標/目標

ふじみ野市公式インスタグラムに市内13地域子育て支援拠点の投稿を行うなど、新たな周知を図り
ました。また、子育てパンフレット（子育て支援施設紹介とマップ掲載）の配架を市内関係機関や新
興住宅地を建築中の民間業者へ依頼するなど、市民の手に渡るよう努めました。

継続

児の健康上の問題や育児不安がある保護者に対して訪問指導を実施し、他機関とも連携しながら、不
安の解消に務めました。

継続

家庭教育セミナーの実施
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.50

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
乳幼児家庭全戸訪問事
業を除く未就学児の訪
問回数

延べ215回/年 ― ― 延べ200回/年 -

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.48

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

年長児向けむし歯予防
健康教育の実施園数

17園/年 20園/年 20園/年 20園/年 20園/年

31-1

保健師が関係機関と連携した訪問指導に取り組み、子育て不安や悩みの軽減に努めます。

■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■子育て支援センター管理運営事業

妊娠期から切れ目のない子育て支援の一環として、妊産婦・乳児訪問を行いました。

指標/目標

保健センターから業務依頼及び連携のもと、産婦・乳児訪問を実施いたしました。乳児・産婦訪問：
延べ63件

継続

歯科健康教育の充実

32

早い時期から歯科保健に対する意識啓発と適正な生活習慣を身につけられるよう、歯科健康教育、歯
磨き指導、歯の健康フェア等を実施します。

■乳幼児健康診査事業
■歯科口腔保健推進事業

R2～R3年度は新型コロナウイルス感染の症拡大により一部事業を中止または内容や実施方法を変更
し実施した。その後、年長児・就学時・小学校６年生の歯科健康教育では、年々実施依頼が増えてい
る。高齢者を含めてた様々な事業の中で歯科健康教育を実施する機会が増えている。

指標/目標

パパママセミナー：4回、181人
育児学級（低体重児）：２回、親５人・子５人
1歳のつどい（子育て支援センター利用者の親子）：1回、親子13組
歯と口の健康づくり講演会：参加者36人
年長児向け歯科健康教育：20施設、440人
小学校6年生向け歯科健康教育：9校22クラス、700人
就学時における保護者向け歯科健康教育：11校、812人

継続

育児不安のある保護者への訪問指導
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.46

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
各種予防接種（A類疾
病）の対象者への周知
割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.45、118

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

乳幼児健康診査の実施
回数

96回/年 96回/年 96回/年 96回/年 96回/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.35

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

市立保育所修繕か所数 56か所 50か所 78か所 95か所 142か所

34

乳幼児の心身の健全な発育・発達を促すための保健指導や疾病などの早期発見、虐待予防などの観点
から乳幼児健康診査を実施します。また、保健師や地域の関係機関の従事者と協働し、きめ細やかで
切れ目のない支援体制を構築します。

■乳幼児健康診査事業

乳幼児の健全な発育・発達の促進と保護者の育児負担軽減の場として、質の高い乳幼児健康診査の実
施に努めます。

指標/目標

予防接種の充実

33

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種を奨励し、予防接種に関する正しい知識の普及・啓発に
努めるとともに、かかりつけ医と連携を図りながら、計画的に接種が受けられるよう推進します。

■予防接種（A類疾病）事業

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種の接種率向上に向けた、個別勧奨通知等の周知・啓発を
行います。
今後も医師会と連携を図り、接種率向上に向けた予防接種に関する正しい知識の普及・啓発を行うと
ともに、保護者に対しては計画的に予防接種を受けていただくよう、引き続き周知・啓発に努めま
す。
また、HPVキャッチアップ接種について、経過措置の対象者は本年度で終了するため、接種希望者
がもれなく接種できるよう、個別勧奨通知を行うなど周知・啓発に努めます。

指標/目標

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種を奨励し、予防接種に関する正しい知識の普及・啓発を
図るため、未接種者あてに個別勧奨通知を発送しました。（ＭＲ2期、日本脳炎、二種混合）
未就学児あてには、乳幼児健診案内通知に予防接種チラシを同封（五種混合・MR2期・日本脳炎）
し、保育園や幼稚園には予防接種ポスターを配布しました。（MR2期・日本脳炎）
また、HPVワクチンのキャッチアップ接種の取扱いが変更になることから、対象者に周知漏れがな
いようお知らせを発送しました。

拡充

乳幼児健康診査において疾病や異常の早期発見に努め、適切な保健指導を行うことにより、育児不安
や育児負担の軽減に向けた介入を行いました。

継続

市立保育所の施設整備の推進

35

必要に応じ、市立保育所の改修などを順次行い、安全・安心な保育環境をつくります。

■市立保育所管理運営事業

必要箇所の修繕等を適宜行い、安全な保育環境の整備に努めました。

指標/目標

不具合が生じた箇所について、適宜、修繕を行い、安全な保育環境の整備を実施しました。

継続

健康診査の充実
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.35

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
職種別情報交換会の開
催回数

2回/年 2回/年 1回/年 ２回/年 1回/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.110

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
外国籍の子どもの受入
可能施設数

28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.44

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
幼保小連絡会議の実施
回数（各小学校）

１回 1回 １回 １回以上/年 1回

37

外国籍の子どもが、保育所（園）での生活に対応できるように関係機関と連携をとりながら、受け入
れ体制の充実を図ります。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

関係機関と連携を図りながら、受け入れ体制の充実を図りました。

指標/目標

保育士の資質向上

36

保育の質の向上のため、各種研修を実施し、保育についての知識や技術を高めます。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

各種研修方法を検討し、情報共有を行い、保育についての知識や技術を高めました。

指標/目標

市内認可保育所等職員研修を1回実施しました。

継続

施設長と市の関係機関で連携を図り、受け入れ体制の充実を図りました。

継続

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携

38

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

指標/目標

小学校就学予定の園児について情報交換を実施するなど、相互理解と十分な連携を図ることにより、
幼稚園・保育園から小学校への円滑な受け入れを行い、子どもたちが安心して通学できるよう環境整
備に取り組んだ。

小学校就学予定の園児について情報交換を実施するなど、相互理解を深めるため連携を図りました。

継続

外国籍の子どもに対する保育所（園）の受け入れ体制の充実



 11/14　資料①

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.44

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

幼保小連絡会議の実施
回数（各小学校）

１回 ― ― １回以上/年 -

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.36、89

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

延長保育実施施設数 28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.37、90

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

病児保育実施施設数 3か所 5か所 5か所 ５か所 5か所

39

保護者の就労形態の多様化に対応するために、長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、
ニーズに応じた延長保育を実施します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、保護者のニーズに応じた延長保育を実施しまし
た。

指標/目標

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携

38-1

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

円滑な小学校生活が送れるよう積極的な情報共有を行い、連携を強化しました。

指標/目標

卒園する児童が小学校に上がったときに困らないように生活指導を実施しました。また、円滑な小学
校生活が送れるよう園での成長記録を小学校に情報提供しました。

継続

保護者の就労形態の多様化に対応するために、長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、
ニーズに応じた延長保育を推進しました。

継続

病児・病後児保育の実施

40

疾病回復期にある概ね10歳未満の児童で、集団保育や保護者の就労などの理由で保育が難しい場合
に、保育所等や医療機関などで保育を行う病児・病後児保育を実施します。また、多様なニーズに対
応するため、病児・病後児緊急サポート事業を実施します。

■幼児教育・保育施設運営支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

保護者の需要に対応した、病児・病後児保育を実施しました。

指標/目標

実施施設数は5施設、新規登録人数148名、実施人数406人（利用日数600日）となりました。

継続

延長保育の充実
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.37

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

病児保育実施施設数 3か所 ― ― ５か所 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.40

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
緊急サポート事業利用
件数

14件/年 110件/年 16件/年 126件/年 64件/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.38、91

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

休日保育実施施設数 2か所 3か所 3か所 ３か所 3か所

41

疾病等により、子どもを一時的に養育できない場合への対応として、緊急サポート事業等により提供
体制を確保します。

■子ども・子育て支援対策事業

病児・病後児緊急サポートを事業することで、疾病等によりこどもを一時的に養育できない場合の提
供体制を確保しました。

指標/目標

病児・病後児保育の実施

40-1

疾病回復期にある概ね10歳未満の児童で、集団保育や保護者の就労などの理由で保育が難しい場合
に、保育所等や医療機関などで保育を行う病児・病後児保育を実施します。また、多様なニーズに対
応するため、病児・病後児緊急サポート事業を実施します。

■教育・保育施設運営支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

病児・病後児緊急サポートを事業することで、多様なニーズに応えることができました。

指標/目標

NPO法人病児保育を作る会に委託し、病児・病後児・緊急サポート事業を実施しました。
【会員数】473人（令和７年３月末現在）
【活動件数（年間）】◎病児6件◎預かり48件（うち、宿泊3件）◎送迎7件

継続

NPO法人病児保育を作る会に委託し、病児・病後児・緊急サポート事業を実施しました。
【会員数】473人（令和７年３月末現在）
【活動件数（年間）】◎病児6件◎預かり48件（うち、宿泊3件）◎送迎7件

継続

休日保育の充実

42

保護者の就労形態の多様化に対応するため、認可保育所に通所（園）する児童を対象に、私立保育園
で休日保育を実施します。

■幼児教育・保育施設運営支援事業

認可保育所に通所（園）する児童を対象に、私立保育園で休日保育を実施しました。

指標/目標

私立保育所2か所、事業所内保育所1か所で実施しました。

継続

子育て短期支援事業の実施
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.39、92

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

預かり保育実施施設数 8か所 7か所 7か所 ８か所 7か所

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保護者会開催数（市
立）

各保育所3回/年 各保育所3回/年 各保育所3回/年 各保育所 ３回/年 各保育所 ３回/年

懇談会、保護者面談等
実施数（私立）

各保育所1回/年 各保育所1回/年 各保育所1回/年 各保育園 ３回/年 各保育園 ３回/年

№
施策名/担当部

署
社会教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.56、94

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

定員に対する在籍割合 78% 100% 80% 100% 98%

44

指標/目標

子どもたちの居場所づくりの充実

保育サービス利用者に対するニーズの把握

利用者の視点に立った保育サービスの向上を推進していくために、保護者会、懇談会、保護者面談、
アンケートや保育士体験等を開催し、ニーズの把握を行います。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

状況に応じた内容で事業をすすめ、その状況に合った利用者のニーズの把握に努めました。

幼稚園における預かり保育の充実

43

保護者のニーズに対応し、幼稚園において開園時間終了後に行う預かり保育の充実に努めます。

■幼児教育・保育施設運営支援事業

保護者のニーズに対応した預かり保育の充実に努めました。

指標/目標

利用者は924人となりました。

継続

クラス懇談会や行事、保育参加を行い、感想を聞くなど保護者の思いを把握しました。

継続

45

指標/目標

全ての児童の安全・安心な放課後の居場所づくりとして、地域住民等の参画により、学習・体験・交
流活動を行う「放課後子ども教室」の充実に努めます。

■放課後子ども教室推進事業

令和２～４年度についてはコロナ禍の影響を受け、通年で通常開催をすることが難しい状況でした
が、文京学院大学と連携し、児童向けの動画の作成・配信を行いました。令和５年度以降は通常開催
が可能となり、地域の方々の見守りにより、児童の放課後の居場所づくりや、様々な体験の機会を提
供することができました。

市内全１３校で実施し、放課後に小学校の余裕教室等を活用しながら地域の方々が指導者として参画
し、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動を通して、地域住民との交流活動を行いました。
また、市内にある文京学院大学との連携として、大学生に企画・運営に参加してもらい、児童との交
流も行いました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.60

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
児童センター夜間開館
利用人数

160人/年 200人/年 180人/年 200人/年 244人/年

№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.8、60

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
児童センター夜間開館
利用人数

160人/年 ― ― 200人/年 -

№
施策名/担当部

署
図書館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.8

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
児童センター夜間開館
利用人数

160人/年 ― ― 200人/年 -

46-1

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

コロナ禍以降、公民館利用者の交流の場として、また、学生の勉強スペースとして開放しました。

指標/目標

46

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

児童センターにおいて夜間開館及び中高生スポーツタイムを実施し、周知啓発にも力を入れたことに
より、中高生の居場所を充実させることができました。

指標/目標

中学生・高校生の居場所づくりの充実

夏休み期間中の東西児童センターで各10日間、閉館後の18時から20時まで中高生を対象に夜間開
館を実施するとともに、平日の夕方は中高生の時間として中高生スポーツタイムを実施しました。ま
た、チラシ配布等周知と声かけに力を入れた結果、昨年度よりも夜間開館利用者数が増加しました。

継続

上福岡西公民館ギャラリーを開放しました。

終了

中学生・高校生の居場所づくりの充実

46-2
コロナ禍、大井図書館の移転、上福岡図書館の大規模改修工事と続いたこともあり、図書館内で落ち
着いて過ごすということが難しい時期がありました。しかし、リニューアルオープン後のティーン
コーナーは、上福岡図書館では一般書と児童書の間、大井図書館では3階の一画と明るくゆっくり本
を探し読むことができるようになっています。

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

指標/目標

上福岡図書館、上福岡西公民館図書室、大井図書館にティーンエイジコーナーを設置し、ティーンエ
イジ通信の発行やイラスト・詩・小説の募集を行い館内に掲示して図書館の利用促進を図りました。
また、ティーンエイジ通信は市内中学校の図書室に掲示してもらいました。
上福岡図書館・大井図書館では市内中学校の図書委員と連携し、おススメ本の紹介POPを作成し、上

拡充

中学生・高校生の居場所づくりの充実
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.7、57

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

利用者アンケートにて
満足・やや満足と回答
した人の割合

88.9% 94% 97% 97% 96%

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.55、93

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

放課後児童クラブ数 27クラブ 31クラブ 31クラブ 31クラブ 31クラブ

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.55、93

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

放課後児童支援員数
（認定資格保有者数）

68人/年 160人/年 186人/年 180人/年 135人/年

49

子どもの放課後生活を保障するために、支援員等の専門性の向上を目的とした研修等の充実に努める
とともに、基準に則った支援員等の補充、確保を行います。

■放課後児童クラブ管理運営事業

資格を取得すべきクラブ職員への勧奨を積極的に行うことで、基準に則った配置を維持するととも
に、支援員の専門性の向上および保育の質の向上につなげることができました。

指標/目標

放課後児童クラブの充実

48

支援員等の配置体制の確保及び運営管理指導を適切に実施し、放課後留守家庭児童が安全に生活でき
る場を提供します。また、老朽化した施設及び狭隘化した施設を整備することで待機児童ゼロを継続
します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後児童クラブ整備事業

必要な施設整備及び調整を行い、待機児童ゼロを継続することができました。

指標/目標

児童センターの充実（再掲）

47

すべての児童に安全な居場所と健全な遊び及び活動を提供することにより、心身ともに豊かに成長す
るよう、各種事業を実施・充実させます。

■児童センター管理運営事業

幅広い年齢層に合わせた各種事業を実施・充実させ、多くの児童に安全な居場所と健全な遊び及び活
動を提供することができました。

指標/目標

昨年度よりも利用者数が増加しました。また、遊びの場として開放するとともに、乳幼児から中高生
までの幅広い年齢層に合わせた各種事業を展開し、こどもの体力を増進させ、併せて協調性、社会性
を養うことで健やかな成長を促すことができました。

継続

東原小学校と東台小学校の令和７年度からの統合に伴う東原小学校の児童数増に対応するため、第４
東原放課後児童クラブを設置しました。また、児童数の多いクラブについて、学校等関係各所との調
整を行い、保育スペースの確保に努めました。

継続

埼玉県が実施する放課後児童支援員認定資格研修を18人が受講し、放課後児童支援員の資格を取得
しました。

継続

放課後児童クラブ職員の資質向上



 11/14　資料①

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.56、94

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

放課後児童クラブと放
課後子ども教室の合同
事業数

3回/年 18回/年 23回/年 25回/年 31回/年

№
施策名/担当部

署
社会教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.50、94

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
放課後児童クラブと放
課後子ども教室の合同
事業数

3回/年 ― ― 25回/年 -

№
施策名/担当部

署
社会教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.56、94

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

指導員全体研修会 １回/年 2回/年 １回／年 ２回/年 1回/年

51
（新規）

特別な配慮を必要とする児童を含む全ての放課後児童の安全・安心な居場所づくりの観点から、より
円滑で継続的な教室運営に向けた取組を進めるため、指導員研修の充実を図ります。

■放課後子ども教室推進事業

令和２～４年度についてはコロナ禍の影響を受け、事業の中止に伴い研修会も中止としました。令和
５年度以降は放課後子ども教室に参加する指導員からのニーズを受け、年度によって必要なテーマを
設定し研修を行いました。特別な支援を要する児童への対応やレクリエーション実施についての理解
を深めることができました。

指標/目標

放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携

50-1

国の「新・放課後子ども総合プラン」及び「放課後児童対策パッケージ」を踏まえ、放課後児童クラ
ブと放課後こども教室の連携を強化するとともに、すべての子どもに安全・安心な居場所をつくり、
一体型による学習・体験・交流活動を実施します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後子ども教室推進事業

令和２～４年度についてはコロナ禍の影響を受け、連携は中止としました。令和５年度以降は各校の
放課後子ども教室の指導員と放課後児童クラブの支援員が連携し、それぞれの経験や知恵を持ち寄
り、放課後の児童に様々な体験の機会を提供することができました。

指標/目標

放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携

50

国の「新・放課後子ども総合プラン」を踏まえ、放課後児童クラブと放課後こども教室の連携を強化
するとともに、すべての子どもに安全・安心な居場所をつくり、一体型による学習・体験・交流活動
を実施します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後子ども教室推進事業

コロナ禍以降、放課後子ども教室との連携事業を多数行うことで、一体型による学習・体験・交流活
動の機会を確保することができました。

指標/目標

放課後子ども教室との連携事業を通して子どもの安全・安心な居場所づくりに努めました。

継続

学校と放課後子ども教室と放課後児童クラブによる「小学校放課後事業推進検討会議」を設置してい
ます。放課後子ども教室を開催した１３校にて学校、放課後児童クラブ、放課後子ども教室の３者に
よる会議を開催し、相互が協力しやすい体制づくりを心掛けました。

継続

各校代表による指導員代表者会議を年４回実施しました。各校の活動報告や、発生した事案等の情報
交換を行いました。また、全指導員を対象に外部講師を招いた研修会を開催し、児童との関わり方や
レクリエーションの実践例について理解を深め、安心・安全な教室運営に努めました。

継続

放課後子ども教室における指導員の資質向上
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№
施策名/担当部

署
地域福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.9、63

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

相談を受ける場所数 １か所 29か所 27か所 ３０か所 30か所

№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
事業所を対象とした連
絡会・研修会等の開催
回数

1回/年 3回/年 3回/年 ２回/年 3回/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.67

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

家庭教育学級参加者数 2,753人/年 2,000人/年 2,079人/年 3,500人/年 2,356人/年

54

家庭教育学級を通して、子育てに関する課題やよりよい親子関係のための学習を支援するとともに、
親同士の交流や情報交換を行うことで親同士の関係性を形成し、家庭の教育力の向上につなげます。

■学校・家庭・地域連携支援事業

PTA等の保護者負担の軽減を図りながら、家庭教育学級の開催を支援します。

指標/目標

放課後等デイサービスの充実

53

授業終了後または学校休業日に、施設に通所し、生活能力向上や社会との交流の促進を図る施設の充
実に努めます。

■障がい者福祉サービス事務

利用者数が年々増加していることや、療育を行う事業所も増加していることから、サービスの質と量
の両面を確保するため、児童発育・発達支援センターと連携し子ども部会をとおして療育に関する協
議を行いました。
また、児童発育・発達支援センターが中心となり、市内事業所連絡会を開催することで情報提供や事
業所間のつながりを作るなどの取り組みを行いました。

指標/目標

子どもたちの見守り事業の充実

52
（新規）

地域で子どもを見守り、育んでいく環境を充実するため、学習や相談を受ける場、食事の提供を通し
た多世代交流型の拠点づくりを進めるとともに、地域の関係機関や住民による支援のネットワーク推
進に取り組みます。

■福祉総合支援事業

コミュニティソーシャルワーカー及び生活支援コーディネーターによる地域の社会福祉法人、活動団
体等へ積極的な働きかけを行い、市民の身近な相談窓口を充実するとともに、地域の企業や大学との
連携による子ども食堂や子どもの居場所づくりのきっかけとなる多世代交流事業を実施し、居場所の
周知と新たな居場所の開拓に取り組みます。

指標/目標

令和６年度末時点で「つながる相談窓口」を３０か所まで拡充し、地域の支援ネットワーク構築につ
なげました。
子どもの学習・生活支援事業において、年間225回の教室開催、年間622回の家庭訪問・訪問学習
を実施し、対象となる子どもへの学習支援、子ども・保護者へ生活相談等を行いました。
子どもの居場所の提供と貧困世帯の生活の支援を目的として、高齢福祉課と協働して介護予防セン
ターを活用した多世代交流イベントとフードパントリーを併せて開催し、世代を超えた交流と子育て
世代の生活支援に取り組みました。

継続

市内事業所数：29か所
利用件数（延べ）：6,490件

継続

入間東部地区消防組合による応急手当講習などの1１講座の開催を支援し、小・中学校11校で512
人、また、人権教育研修会などの共通講座で1,758人の参加者がありました。

継続

家庭教育学級等の学習機会や情報の提供
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.24、
61、79

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
教育心理相談員、適応
指導員、さわやか相談
員、学び育ちサポー
ターの配置人数

50人/年 50人/年 50人/年 50人/年 50人/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.61、79

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

さわやか相談員の配置
人数

6人/年 6人/年 ６人/年 ６人/年 6人/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

県主催研修会への参加
1回/年

（各校1名19
校）

1回/年
（各校1名19

校）

1回/年
（各校1名19

校）

１回/年
（各校１名19

校）

1回/年
（各校1名19

校）

57

子どもの健康づくりを推進するために、学校保健委員会の充実や学校と家庭の連携を図ります。ま
た、研修会などに参加し、養護教諭や保健主事などの資質の向上に努めます。

■教育支援事業

学校医や学校給食課との連携による食物アレルギー対応研修会や、県主催のアレルギー・アナフィラ
キシー対応研修会に養護教諭や保健主事が積極的に参加し、学校でのアレルギー対応の取組を推進し
ました。

指標/目標

思春期相談の実施

56

児童生徒の思春期に伴う様々な問題に対して、さわやか相談員の配置により、心に悩みをもつ児童生
徒への相談活動を行います。

■教育相談事業

児童生徒の不安や悩みは多様化・複雑化しています。一人一人の様子を丁寧に見取り、担任や管理職
等と連携しながら、適切な支援を行いました。

指標/目標

教育相談・カウンセリングの充実

55

様々な悩みや不安をもつ子どもへの支援として、教育相談室に公認心理師の資格を有する相談員及び
適応指導員等を配置し、教育相談やカウンセリングを実施します。また、各中学校にさわやか相談室
を設置し、さわやか相談員、スクールカウンセラー、学び育ちサポーターによる相談活動を行いま
す。

■教育相談事業

各学校において、教育心理相談員やスクールカウンセラー等の専門的知識を有する職員とさわやか相
談員がより一層連携することで、様々な悩みや不安を持つ子供たちを支援しました。

指標/目標

継続

各中学校に１名ずつさわやか相談員を配置しており、月に数回、学区内の小学校でも相談活動を行っ
ています。担任と連携しながら、児童生徒の不安や悩みを受け止め、相談活動を行うことができまし
た。

継続

食物アレルギーへの理解を深めるため、研修会や県主催のアレルギー・アナフィラキシー対応研修会
に参加しました。また、アレルギー対応マニュアルの更新や学校保健委員会の学校医や家庭との連携
を推進しました。

継続

各中学校に6名のさわやか相談員を配置し、スクールカウンセラーや市教育相談室と連携を図りまし
た。教育心理相談員・適応指導員による相談事業を充実させ、電話・来室・学校訪問の相談体制を整
備しました。

学校教育における健康づくりの推進
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
市内小学校への歯科健
康教育実施校数

１校/年 13校/年 19校/年 19校/年 20園/年

№
施策名/担当部

署
学校給食課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

食育だよりの発行回数 2回/年 ４回/年 4回/年 ５回/年 4回/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

食育だよりの発行回数 2回/年 ― ― ５回/年 -

59-1

栄養教諭による給食だより・食育だよりの発行や学校訪問などの食育指導を推進し、心身の健全な発
達を促します。また、郷土への理解や愛着、地域農業への関心を深めるため、給食に地場産物を取り
入れます。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

栄養教諭作成の『食の学習ノート』を各校に配付し、栄養教諭による食育指導を推進しました。

指標/目標

学校給食における食育の推進

59

栄養教諭による給食だより・食育だよりの発行や学校訪問などの食育指導を推進し、心身の健全な発
達を促します。また、郷土への理解や愛着、地域農業への関心を深めるため、給食に地場産物を取り
入れます。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

栄養教諭等による食育指導、給食だより等の発行により、児童・生徒への食育を推進しました。ま
た、地場産の食材を使い工夫した献立を作成することにより、地域への関心を高めました。

指標/目標

歯科健康教育の充実（再掲）

58

早い時期から歯科保健に対する意識啓発と適正な生活習慣を身につけられるよう、歯科健康教育、歯
磨き指導、歯の健康フェア等を実施します。

■歯科口腔保健推進事業

R2～R3年度は新型コロナウイルス感染の症拡大により一部事業を中止または内容や実施方法を変更
し実施した。その後、年長児・就学時・小学校６年生の歯科健康教育では、年々実施依頼が増えてい
る。高齢者を含めてた様々な事業の中で歯科健康教育を実施する機会が増えている。

指標/目標

パパママセミナー：4回、181人
育児学級（低体重児）：２回、親５人・子５人
1歳のつどい（子育て支援センター利用者の親子）：1回、親子13組
歯と口の健康づくり講演会：参加者36人

継続

「ふじみん給食レター」（給食時間の校内放送資料）の作成及び学校配付、給食だより・食育だより
の学校配付を行いました。
また、地場産の小松菜を使ったふじみ野メンチカツを提供しました。

継続

栄養教諭の学校訪問により食育指導を推進することができました。

継続

学校給食における食育の推進
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№
施策名/担当部

署
学校給食課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
安全・安心な学校給食
提供割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
安全・安心な学校給食
提供割合

100% ― ― 100% -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.10

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
単位子ども会加入団体
数

8団体 ８団体 ８団体 10団体 8団体

61

子ども同士の交流や世代間交流による多様な交流を通じて、相互の理解を深め、健やかにたくましく
成長することをめざす子ども会活動を推進するとともに、市域全体へ加入の働きかけを行います。

■子ども・子育て支援対策事業

子ども会育成団体連絡協議会の活動に対する補助金交付等の支援を等して、子ども同士の交流や多世
代間交流を促すことができました。加入団体数については増加しなかったため、より強い働きが必要
でした。

指標/目標

安全な学校給食の充実

60-1

食品別に詳細な規格を定め、化学的合成食品添加物や遺伝子組換え原材料の使用を排除し、栄養バラ
ンスのとれた安全な学校給食を提供します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

化学的合成食品添加物を控え、栄養バランスのとれた安全な食事の重要性を指導することにより、児
童生徒が自分の力で栄養ある食事を選び楽しめる力を育み、健康的な生活習慣と主体的な学びの姿勢
の形成を推進しました。

指標/目標

安全な学校給食の充実

60

食品別に詳細な規格を定め、化学的合成食品添加物や遺伝子組換え原材料の使用を排除し、栄養バラ
ンスのとれた安全な学校給食を提供します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

審査実施要綱に基づく食品の選定や食品の見本審査の実施を通して、安全安心な食品を調達し、栄養
バランスのとれた学校給食を提供しました。

指標/目標

学校給食用物資選定審査実施要綱に基づき、化学的合成食品添加物を使用していない食品を選定し、
かつ事前に確認が可能な食品は栄養士が見本審査を行い、安全安心な食品を調達しました。
また、献立検討会議において栄養バランスのとれた献立を作成しました。

継続

食育の指導を通して、児童生徒は、化学的合成食品添加物の使用を控え、栄養バランスのとれた安全
な食事について学習しました。

継続

子ども会育成団体連絡協議会の活動に対して、補助金を交付して活動支援を行いました。また、ふじ
み野っ子まつりやふじみ野郷土カルタ体験会、彩の国21世紀郷土かるた大会を実施し、地域的な交
流機会を作ることができました。

継続

子ども会育成事業の充実
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№
施策名/担当部

署
社会教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
子どもを対象とした体
験講座の開催数

29回/年 41回/年 23回/年 35回/年 28回/年

№
施策名/担当部

署
歴史民俗資料
館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子どもを対象とした体
験講座の開催数

29回/年 ― ― 35回/年 -

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.70

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

福祉体験学習、職場体
験学習の実施校

19校 19校 19校 19校 19校

62-1

子どもたちの豊かな情操を育むため、地域で継承されてきた伝統芸能であるお囃子の体験や機織り、
竹かご、ほうきづくりなどの郷土文化の体験など、昔のくらしを学ぶ機会を提供します。

■文化財保護事業
■歴史民俗資料館教育普及事業
■郷土資料館教育普及事業
■文化財展示室設置・活用事業

当該期間は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、事業の中止や縮小を余儀なくされましたが、
インターネットを活用した配信授業を実施するなど、対策を講じながら事業を進めました。また、社
会科体験学習で活用している文化財展示室については、駒西小学校文化財展示室が令和５年度に完成
したほか、同年度から着手していたさぎの森小学校文化財展示室の復旧作業が令和6年度に完了し、
幅広い活用に向けた整備を進めることができました。

指標/目標

歴史や伝統文化を学ぶ機会の提供

62

子どもたちの豊かな情操を育むため、地域で継承されてきた伝統芸能であるお囃子の体験や機織り、
竹かご、ほうきづくりなどの郷土文化の体験など、昔のくらしを学ぶ機会を提供します。

■文化財保護事業
■歴史民俗資料館教育普及事業
■郷土資料館教育普及事業
■文化財展示室設置・活用事業

コロナ禍で減少した体験学習ですが、令和4年度までに増加しました。令和５年度以降は大井郷土資
料館の大規模改修工事に伴う休館のため、減少しました。

指標/目標

様々な体験学習の充実

63

小・中学校において、福祉体験、職業体験を実施します。また、学校ファームの取組による体験活
動、外部講師等によるキャリア体験学習の更なる充実を図ります。

■教育支援事業

令和２年度から新型コロナウイルス感染症の影響により中止していましたが、令和６年度から再開
し、福祉体験学習や学校ファームの取り組みによる体験学習に取り組みました。

指標/目標

文化財保護係、上福岡歴史民俗資料館、福岡河岸記念館で、子どもを対象とした体験学習を実施しま
した。ミニほうきづくりやはたおり,水引などの体験学習には、親子での参加もありました。

継続

郷土の伝承遊びとして、こいのぼり作りや竹とんぼ作り、お手玉づくり等を実施しました。また、学
社連携事業として、上福岡歴史民俗資料館友の会や市民ボランティアの協力のもと、市内の小学校
３、４年生を対象に「昔のくらしと昔の学校」というテーマで社会科体験学習を実施しました。な
お、大井地域の小学校については、大井郷土資料館の移転の関係で、出前事業のみでの実施となりま
した。その他、小学校等からの依頼による学習・出張講座、体験学習も実施しました。
令和6年度実績：27回

継続

各学校において福祉体験学習や学校ファームの取り組みによる体験学習に取り組みました。

継続

歴史や伝統文化を学ぶ機会の提供
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№
施策名/担当部

署
文化・スポー
ツ振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

スポーツ少年団延べ加
盟団員数

482人/年 435人/年 329/年 470人/年 359人

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

スポーツ少年団延べ加
盟団員数

482人/年 ― ― 470人/年 -

№
施策名/担当部

署
文化・スポー
ツ振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.12

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
学校開放事業延べ利用
者数

106,086人/年 150,000人/年 126,851人/年 175,140人/年 113,859人/年

スキルアップ教室延べ
参加者数

中止 170人/年 105人/年 170人/年 42人/年

子ども向けスポーツ適
合診断テスト参加者数
（体力測定）

39人/年 145人/年 32人/年 200人/年 実施なし

様々な交流機会の充実

64

スポーツ少年団や子ども会などの活動を通して、地域的な交流機会の充実に努めます。

■スポーツ推進事業
■子ども・子育て支援対策事業

令和元年度に比べ加盟団員数は減少しましたが、令和5年度から令和6年度にかけては増加しまし
た。

指標/目標

スポーツ少年団延べ加盟団員数は、359人でした。

継続

学校開放事業の延べ利用者数は、令和元年度以降増加しました。また、スキルアップ教室において
は、プロバスケットボール選手を招きバスケットボールクリニックを開催するなど、参加者の基礎力
向上を図ることができました。

指標/目標

様々な交流機会の充実

64-1

スポーツ少年団や子ども会などの活動を通して、地域的な交流機会の充実に努めます。

■スポーツ推進事業
■子ども・子育て支援対策事業

新型コロナウィルスの影響により交流の機会が減ったこともありましたが、令和5年度以降、徐々に
以前の活気を取り戻せるようになりました。

指標/目標

スポーツレクリエーション活動の推進

子どもたちの健康の増進、体力の向上、仲間づくりのため、身近なスポーツ施設の利用や学校施設な
どの開放を推進し、子どもたちのスポーツ事業を展開します。

■スポーツ推進事業
■スポーツ施設管理運営事業

地域の子ども会の活動のほか、子ども会育成団体連絡協議会によりふじみ野っ子まつりやふじみ野郷
土カルタ体験会、彩の国21世紀郷土かるた大会を実施し、地域的な交流機会を作ることができまし
た。

継続

学校開放事業延べ利用者数は、113,859人でした。また、スキルアップ教室の参加者は、42人でし
た。

継続

65
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

乳幼児とのふれあい体
験学習の実施校数（中
学校）

6校 6校 0校 ６校 6校

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.13

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

乳幼児とのふれあい体
験学習の実施校数（中
学校）

6校 ― ― ６校 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.6、10

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

青少年育成関係支援団
体数

3団体 4団体 4団体 ４団体 ４団体

乳幼児とふれあう事業の推進

66

各学校において、乳幼児とふれあい、交流をもつことによって乳幼児の特徴を知り、いたわりの気持
ちやいのちの大切さを学ぶ機会を提供します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業

令和２年度から新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止していましたが、令和６年度から
再開し、福祉体験学習に取り組みました。

指標/目標

各学校において、乳幼児とのふれあい体験学習に取り組みました。

継続

66-1

各学校において、乳幼児とふれあい、交流をもつことによって乳幼児の特徴を知り、いたわりの気持
ちやいのちの大切さを学ぶ機会を提供します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業

学校との連携を図り、近隣小学校との交流をすすめました。異年齢とふれあい関わることで育まれる
気持ちを学ぶ機会になりました。

指標/目標

青少年健全育成団体の活動支援

67

青少年を対象とした青少年育成団体が主催する活動への支援を行います。

■子ども・子育て支援対策事業

市内団体によるさまざまな取り組みにより、青少年健全育成につながる機会を多く創出することがで
きました。

指標/目標

学校との連携を図りながら、近隣小学校への見学を実施しました。ボランティア委員会と保育所の5
歳児のゲーム交流を実施した学校もありました。

継続

市内の青少年育成団体に補助金を通して支援を行いました。青少年育成ふじみ野市民会議は少年の主
張及び青少年健全育成講演会を開催しました。また、地域青少年指導員連絡協議会では非行防止パト
ロールを289回実施するとともに、各自治会でのイベントを実施し、延べ7,773人が参加しまし
た。子ども会育成団体連絡協議会ではふじみ野っ子まつりやふじみ野郷土カルタ体験会、彩の国21

継続

乳幼児とふれあう事業の推進
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

教育用パソコン台数 980台 8,902台 8,902台 9,000台 8,909台

№
施策名/担当部

署
教育総務課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

大規模改造実施割合 79.5% 94.1% 94.1% 97.1% 97.1%

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

県主催研修会への参加
1回/年

（各校1名19
校）

1回/年
（各校1名７

校）

1回/年
（各校1名７

校）

１回/年
（各校１名19

校）

1回/年
（各校1名19

校）

指標/目標

情報化に対応した教育の充実

68

情報活用能力を育成する教育を推進するとともに、コンピュータなど情報機器及び教育ソフトウェア
の整備を促進します。また、情報機器の活用や整備に努め、情報機器研修会を開催し、授業での活用
方法を充実させます。

■国際化・情報化教育推進事業

各学校でタブレット端末を活用した協働的な学習の実施により、急速に進展するデジタル社会の技術
革新に対応し、児童生徒がこれからの時代を生き抜くための情報活用能力を、学習の基盤となる資
質・能力として育成しました。

GIGAスクール構想の実現のために整備した児童生徒１人１台のタブレット端末のタブレット端末の
有効活用を図りました。教育課程研究委員会で学校が取り組んでいる活用法の好事例を共有し、各学
校で積極的な活用に努めました。

継続

69

すべての児童生徒が安全で快適な教育環境で学べるように、校舎の大規模改修、その他施設の修繕を
行い、既存施設の整備・充実に努めます。

■小学校施設管理事業
■小学校大規模改造事業
■中学校施設管理事業
■中学校大規模改造事業

施設の老朽化対策として、大規模改造工事や修繕などを計画的に行い、安全で快適な教育環境を整備
するよう努めました。

指標/目標

道徳教育の充実

70

「道徳」の授業を中心に、全教育活動を通じて、道徳教育を推進します。また、職員研修を通して、
道徳的実践力の向上を図る指導を行います。

■教育支援事業

特別教科道徳の全面実施から数年が経過し、更なる道徳教育の充実を図るため、学校が抱える課題を
明確にし、効果的かつ教員の指導力向上、家庭・地域との連携強化など、課題改善のための効果的な
取組を推進しました。

指標/目標

学校施設の充実

継続

葦原中学校が県の委託を受け道徳教育の抜本的改善・拡充に係る支援事業を実施し、児童生徒が規範
意識を身に着け、夢や目標に向かってたくましく生きることができる育成できるよう、調査・研究・
発表を行い、各校の教職員が当該事業で学んだことを校内に周知し、道徳教育を推進しました。

継続

大規模改造工事について、大井東中学校（2期目）、福岡中学校D棟（1期目）の工事、花の木中学
校の設計業務を行いました。
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.3

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
人権標語づくり等への
取組校

19校 19校 19校 19校 19校

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

福祉体験学習の実施校 19校 19校 19校 19校 19校

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.18

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
児童会・生徒会等によ
る「いじめで苦しむ子
ゼロ」に向けての取組
実施校数

６校 10校 10校 19校 19校

指標/目標

人権教育の充実

71

人権標語づくりや人権に関する作文に取り組み、人権尊重の精神を養う人権教育の充実に努めます。
また、人権感覚のさらなる定着を図るとともに、人権教育を推進する教職員を育成します。

■教育支援事業

全校が人権標語づくりに取り組みました。また、道徳や学級活動など教科横断的に人権尊重の精神を
養う人権教育を行いました。

継続

いじめ防止対策の推進と生徒指導の充実

73
（新規）

「いじめで苦しむ子ゼロ」をめざし、いじめゼロ連絡協議会で調査・研究及び施策の推進を図りま
す。また、学校においては、いじめアンケート等の実施や日々の生徒指導、道徳の授業等を通して、
いじめの早期発見・解決、未然防止に取り組みます。

■教育支援事業

いじめ見逃しゼロ連絡協議会を中心に、家庭や地域との連携・協働を基盤とした生徒指導体制を構築
し、いじめの早期発見や予防に取り組むことにより、いじめに苦しむ児童生徒の見逃しゼロを推進し
ました。

指標/目標

福祉及び障がい福祉教育の充実

72

介護老人福祉施設、保育所（園）、幼稚園の訪問など、体験学習による豊かな心を育む指導を行いま
す。また、福祉体験学習やボランティア体験学習を年間指導計画に位置づけ、さらなる充実に努めま
す。

■教育支援事業

介護・福祉施設などでの体験学習により、発達段階に応じた勤労観・職業観の形成に向けた活動やそ
の振り返りを通じて定着を促進しました。

指標/目標

各校の実態にあわせ福祉体験学習やボランティア体験学習を実施しました。

継続

いじめ見逃しゼロ連絡協議会を年３回実施し、いじめの調査・研究及び施策の推進を図りました。学
校においては、いじめアンケート等の実施や日々の生徒指導、道徳の授業等を通して、いじめの早期
発見・解決・未然防止に取り組みました。

継続

全校での人権標語づくりや人権に関する作文等の取り組み、人権尊重の精神を養う人権教育の充実に
努め、人権問題に関する正しい理解と自己と他者を尊重できるよう児童生徒の育成に取り組みまし
た。
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.111

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

日本語適応指導対象児
童生徒数

30人/年 45人/年 30人/年 50人/年 30人/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

全国・学力学習状況調
査（中学校英語）平均
正答割合

57% 0.6 51% 60% 実施なし

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
実績値

（R４）
目標値

（R５）
実績値

（Ｒ５）
目標値

（Ｒ６）
支援員等研修会の実施
回数

０回/年 1回/年 １回/年 ２回/年 2回/年

74

外国籍の児童生徒及び帰国児童生徒への日本語適応指導を実施し、日本語の指導や学校生活への適応
指導を行います。

■教育支援事業

日本語適応指導対象児童生徒数指導を行うボランティア等に対し、より充実した日本語適応指導を実
施できるよう努めました。

指標/目標

県費負担教職員の日本語指導教員及び市ボランティアである日本語適応指導員が協力しながら、外国
籍の児童生徒に対し、計画的に日本語適応指導を行うことができました。

継続

76

少人数指導支援員を置いて、習熟度別指導などの少人数指導を実施するとともに、学び育ちサポー
ターを配置し、児童生徒の学校生活を支援します。また、支援員に対する研修会や授業参観を実施
し、資質の向上を図り、指導体制を充実させます。

■教育支援事業

少人数指導支援員や学び育ちサポーターを各学校に適切に配置し、子どもたちにきめ細やかの指導が
行える学習環境を整備するとともに、研修会等の開催により資質向上を図りました。

指標/目標

小学校英語活動と中学校英語指導の充実

75

ＡＬＴを配置し、子どもたちの国際理解及び英語によるコミュニケーション能力の向上に努めます。
また、学級担任や英語教師等とのチームティーチングで学習効果をさらに高めます。

■国際化・情報化教育推進事業

異なる文化や価値観を乗り越えて関係を築ける多文化共生の精神を育むとともに、グローバル化に対
応するための国際化教育を推進しました。

指標/目標

児童生徒が楽しく外国語や外国の文化を学ぶことができるよう、学級担任や英語教師等とALTとの
チームティーチングで学習効果を高めることができました。

継続

会計年度任用職員の研修会を実施し、少人数指導を実施するとともに、学び育ちサポーターの資質向
上を図りました。また、担任と会計年度任用職員の連携により児童生徒への学習面や生活面のサポー
トを図り、きめ細やかな指導を行うことができました。

継続

きめ細やかな指導体制の充実

日本語学習の支援
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.121

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通級指導教室の設置校 5校 5校 ５校 ５校 6校

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.68

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

地域協働学校数 14校 19校 19校 19校 19校

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.14

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
環境に関する出前講座

の実施校
４校 ― ― ７校 -

えこらぼ環境学習講座
数

30回/年 ― ― 35回/年 -

開かれた特色ある学校づくりの推進

78

地域協働学校として、学校運営協議会を中心に、地域との連携・協力を図り、地域の教育力を取り入
れます。また、定期的に学校公開日を設定し、ホームページでの情報発信を行い、各種行事に地域の
人を招待します。

■地域協働学校推進事業
■学校・家庭・地域連携推進事業

学校・家庭・地域が連携し、協働する様々な機会を設け、地域の教育力を向上とともに、人づくりと
まちづくりの推進に取り組みました。

指標/目標

障がいのある子どもの教育の推進

77

特別支援学級に介助員を適正に配置し、一人ひとりに応じた指導を行います。また、関係機関と連携
し、適正な就学支援・進路相談を行うとともに、個別の支援を要する児童生徒には通級指導教室によ
る指導を行います。

■教育支援事業

特別支援学級の増設に対応するため特別支援学級等介助員を増員し、一人一人の児童生徒に寄り添っ
た適切な支援や援助を実施しました。

指標/目標

環境教育の推進

79

学校においては、年齢にあわせた環境教育のプログラムやカリキュラムを作成します。また、リサイ
クル活動を行うとともに、緑のカーテン等、現在全校で実施している環境教育の継続実施をめざしま
す。さらに、環境活動団体と教育現場の交流及び「えこらぼ」を活用した環境学習を推進します。

■教育支援事業
■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業

環境活動団体と教育現場の交流及び「えこらぼ」を活用した環境学習を推進しました。

指標/目標

継続

児童生徒一人一人の状況に応じて、適切な指導を行えるよう、計画的に就学支援を行いました。

継続

地域協働学校として、学校運営協議会を中心に、各学校が工夫をして、地域との連携・協力を図り、
地域の教育力を取り入れました。また、各学校の実態に応じて、学校公開やホームページ等での情報
発信、検定試験の開催、宿泊体験、朝のあいさつ運動など様々な活動に取り組みました。

継続

環境活動団体と教育現場の交流及びバスを利用した「えこらぼ」を活用した環境学習を希望校で実施
します。
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№
施策名/担当部

署
環境課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
環境に関する出前講座

の実施校
４校 2校 0校 ７校 0校

えこらぼ環境学習講座
数

30回/年 26回/年 26回/年 35回/年 25回/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
情報教育推進委員会等
による情報教育に関す
る授業研究回数

1回/年 1回/年 １回/年 1回/年 1回/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
情報教育推進委員会等
による情報教育に関す
る授業研究回数

1回/年 ― ― 1回/年 -

79-1

学校においては、年齢にあわせた環境教育のプログラムやカリキュラムを作成します。また、リサイ
クル活動を行うとともに、緑のカーテン等、現在全校で実施している環境教育の継続実施をめざしま
す。さらに、環境活動団体と教育現場の交流及び「えこらぼ」を活用した環境学習を推進します。

■教育支援事業
■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業

現在、環境イベント及び環境学習講座、環境センター見学会には多くのこどもの参加があり、好評を
得ています。今後も各施策を継続実施し、未来を担う子どもたちに対して、さらなる環境教育の推進
を図っていきます。

指標/目標

情報モラル教育の推進

80

インターネットなどから有害情報の被害を防ぐため、情報モラル教育を推進します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

各学校の総合的な学習の時間や道徳、学級活動など、教科横断的に情報モラル教育を推進するととも
に、地域人材や企業と連携し、専門的な立場から情報モラルについての授業を行いました。

指標/目標

インターネットなどから有害情報の被害を防ぐため、情報モラル教育を推進します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

情報モラル教育の推進

80
－１

今年度は出前講座の依頼が無かったことから講座の実施はありませんでしたが、えこらぼ環境学習講
座については、昨年度に引き続き、えこらぼ通信等により周知を図りながら、計２５回実施しまし
た。今年度は幅広い年齢層の方にご参加いただけるよう、大人向けの講座も開催しました。
また、バスを使用した環境センターへの見学会を市内全小学校の小学4年生を対象に行いました。

継続

GIGAスクール構想を実現するにあたり、情報モラル教育の推進が急務であるため、各学校の総合的
な学習の時間や道徳、学級活動など、教科横断的に情報モラルの授業を行いました。

継続

毎年のチラシ配布を通じて、青少年のインターネットからの有害情報の被害を防ぐための啓発活動を
行うことができました。

指標/目標

社会を明るくする運動に参加し、駅頭等において、児童・生徒の携帯電話などの被害防止に対する啓
発チラシを配布しました。

継続

環境教育の推進
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

県学力・学習状況調査
において学力の伸びた
割合（算数・数学）

小６算数
70.8％
中３数学
72.2％

小６算数
75％

中３数学
73％

小６算数
61.3％
中３数学

70％

小６算数
75％

中３数学
73％

小６算数
43.1％
中３数学
43.7％

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
個人グループ研修の参
加者数

30人/年 30人/年 16人/年 38人/年 22人/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.69

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
幼保小連絡会議の実施
回数（各小学校）

１回以上/年 １回 １回以上/年 １回以上/年 1回

確かな学力の向上

81

学力調査等を活用してＰＤＣＡサイクルを確立させ、学力向上の取り組みを行います。また、各学校
のよりよい取り組みを広め、特色を生かして、児童生徒が確かな学力を定着できるように、学力向上
プランを検証し、課題に応じた学力向上策を指導します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

ICT活用に関する各種研修の実施し、教職員の資質向上に努めるとともに、一人一台端末の活用を通
じて情報活用能力の向上を支援し、確かな学力の育成を図りました。

指標/目標

83

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

小学校就学予定の園児について情報交換を実施するなど、相互理解と十分な連携を図ることにより、
幼稚園・保育園から小学校への円滑な受け入れを行い、子どもたちが安心して通学できるよう環境整
備に取り組んだ。

指標/目標

教職員の資質向上

82

授業研究会を中心とした研修会や研究委嘱により課題解決に努め、教職員の指導力の向上を図りま
す。また、個人グループ研修や希望研修を開催し、市内教職員のさらなる指導力向上をめざします。

■教育支援事業

個人グループ研修や希望研修を実施することで、教職員の指導力向上を図りました。

指標/目標

継続

教育課程研究委員会でICT活用に関する授業研究会を行い、児童生徒のＩＣＴを活用した学習活動の
充実を図りました。なお、ＣＢＴの完全実施により、指標の学力が伸びた割合が全県的に減少してい
る。

継続

授業研究会を中心とした研修会や研究委嘱により課題解決に努め、教職員の指導力の向上を図りまし
た。また、個人グループ研修や希望研修を開催しました。

継続

小学校就学予定の園児について情報交換を実施するなど、相互理解を深めるため連携を図りました。

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携（再掲）
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

地域青少年指導員によ
る非行防止パトロール
延べ回数

365回/年 300回/年 288回/年 400回/年 289回/年

保護司特別授業実施校
数

1校 ― ― ６校 -

№
施策名/担当部

署
地域福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

地域青少年指導員によ
る非行防止パトロール
延べ回数

365回/年 ― ― 400回/年 -

保護司特別授業実施校
数

1校 6校 6校 ６校 6校

指標/目標

84

地域ぐるみによる非行防止活動の推進

地域青少年指導員連絡協議会として活動中の全50自治組織のうち、47団体で計289回の非行防止パ
トロールを実施し、延べ1,437人が参加しました。

継続

指標/目標

84
－１

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の拡大により、事業の中止や実施方法を変更しながら実施することもあり
ましたが、青少年の非行防止の啓発活動を実施しました。特にこれから社会へ巣立つ中学3年生へ保
護司による特別授業を実施することで、犯罪や非行に巻き込まれないよう生き方を見つめる機会とす
ることができました。

社会を明るくする運動の一環として駅頭キャンペーンを実施しました。（参加者：団体関係者50
名、行政職員19名）
また、中学3年生対象の特別授業を6校実施し、非行防止や保護司活動等の講話を行いました。

継続

地域ぐるみによる非行防止活動の推進

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

非行防止パトロールを各地域で実施することにより、市内の青少年の見守りを行うことができまし
た。より回数が増えるよう、助言や情報交換ができるとよりよかったです。
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

地域青少年指導員によ
る非行防止パトロール
延べ回数

365回/年 ― ― 400回/年 -

保護司特別授業実施校
数

1校 ― ― ６校 -

№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

違反屋外広告物パト
ロール回数

２回/月 2回/月 ２回/月 ２回/月 2回/月

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.10

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ふじみ野市子ども会育
成団体連絡協議会ジュ
ニアリーダー人数

20人 20人 4人 30人 4人

学校運営協議会や学校応援団によるあいさつ運動や見守り活動など、非行防止につながる活動を推進
しました。

継続

84
－２

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

学校運営協議会や学校応援団による活動のほか、地域や保護者の方と連携・協力しながら、児童生徒
の見守り活動を実施し、児童生徒の健全育成を図りました。

指標/目標

次世代に向けた指導者の育成

86

青少年関係団体における活動支援や子ども会への加入を促進する中で、若い世代による指導者の育成
につなげます。

指標/目標

クリーン作戦の実施

85

子どもに対して悪影響が懸念される看板の設置やビラの貼付等を防ぐため、パトロールを実施し、随
時撤去します。

■道路等管理事務

子どもに対して悪影響が懸念される看板の設置やビラの貼付等を防ぐため、パトロールを実施し、は
り紙やはり札を撤去しました。

指標/目標

年間２６回実施し、撤去したはり紙やはり札は合計８４枚でした。

継続

子ども会育成団体連絡協議会主催の、彩の国郷土かるた大会を開催し、ジュニアリーダーの募集を行
いました。
青少年育成ふじみ野市民会議主催の青少年健全育成講演会を開催しました。

継続

■子ども・子育て支援対策事業

ジュニアリーダーによるかるたの審判活動や、青少年健全育成講演会を通して、若い世代の育成を推
進することができました。ジュニアリーダーの人数減については、新型コロナウィルスの影響によ
り、かるた大会を経験していないこどもが増えたことが一因と考えられます。

地域ぐるみによる非行防止活動の推進
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.3、5

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

人権の花運動の実施校
数（小学校）

13校 ― ― 13校 -

人権親子映画会募集に
対する参加割合

58% ― ― ― -

№
施策名/担当部

署
市民総合相談
室

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

人権の花運動の実施校
数（小学校）

13校 13校 13校 13校 13校

人権親子映画会募集に
対する参加割合

58% ― ― 80% -

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

指標/目標

87

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

発達段階に応じた人権問題の正しい理解と人権感覚を身に付けることで、自分自身の大切さと、他者
を尊重できる育成に取り組みました。

■人権推進事業
市内全小学校での人権の花運動や人権教室による啓発活動、また、ＳＯＳミニレターの事業実施によ
り、子どもの人権救済・相談や人権意識の向上を図る啓発を行うことができました。

指標/目標

87
－１

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

人権教育の実施や、日常的な観察や対話を通じて子どもたちの変化を的確に捉え、子どもの声に寄り
添った信頼関係に基づく指導に取り組みました。

継続

■人権推進事業
市内小学校全13校での人権の花運動（パンジー各校100株）の実施及び人権教室、ＳＯＳミニレ
ター事業を実施しました。

継続

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進
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№
施策名/担当部

署
社会教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

人権の花運動の実施校
数（小学校）

13校 ― ― 13校 -

人権親子映画会募集に
対する参加割合

58% 80% 76% 80% 45%

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

薬物乱用防止教育の実
施回数（各校）

１回/年 １回/年 １回/年 ２回/年 2回/年

87
－２

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

映画鑑賞をとおして、人権問題を身近に感じてもらい、親子で話し合う機会を提供することができま
した。（令和2年度・令和3年度はコロナ禍により未実施）

指標/目標

薬物・喫煙・飲酒等に関する正しい知識の普及・啓発

88

薬物乱用防止教育キャラバンカーを活用し、危険性について啓発します。また、警察や関係機関と連
携を図り、保健学習として、薬物乱用・喫煙・飲酒による健康被害を知り、健康な生活に取り組む意
識を醸成します。

■教育支援事業

各校において警察や関係機関と連携を図り、保健学習として、薬物乱用・喫煙・飲酒等による健康被
害を知り、健康な生活に取り組む意識の醸成を図りました。

指標/目標

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進

人権教育・啓発活動の一環として、ふじみ野市人権教育推進協議会に委託し、人権教育親子映画会を
開催しています。令和6年度は、8月21日に「モアナと伝説の海」を上映しました（２回上映、参加
者計450人）。

継続

各校において警察や関係機関を招聘した薬物乱用防止教室を実施しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.33

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサークル登録団
体数

1１団体 16団体 16団体 15団体 16団体

子育てサークル育成・
支援回数

4７回/年 ― ― 60回/年 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサークル登録団
体数

1１団体 ― ― 15団体 -

子育てサークル育成・
支援回数

4７回/年 45回/年 34回/年 60回/年 21回/年

89

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

89
－１

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

市民ボランティアを活用し、子育てサポーターとの協働事業を行うことで、事業の充実を図ることが
できました。また、利用者からの要望などから、子育てサークル事業の活動内容を、より気軽に参加
できる事業に変更したことで親事故の出会いの場や交流の促進を図ることができました。

指標/目標

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

事業への参加を通じて、協力いただくなどサークル活動の支援をしました。また、コロナ禍による活
動制限を経て事業が復活するなど活動の場が拡大しています。

指標/目標

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

継続

西公民館まつり（参加者4,643人）、市民文化祭（子どもフェスティバル部門入場者2,132人）、
子どもまつり（参加者1,122人）等では、ダンス・バレエ等のサークルの出演、子育て支援サークル
の人形劇等が開催されました。

継続

子育てサポーターとの協働事業を実施いたしました。子育てサポーターおはなし会：11回/年（大人
１０６人、こども110人、子育てサポーター１８人）
子育て支援センターまつり１２回/年（大人９６人、こども１２１人、子育てサポーター１４人）
令和6年度から子育てサークル育成・支援事業の内容を見直し、より気軽に参加でき、親子の出会い
と繋がりの場として「親子のわ☆まんまる」を開催。1コース4回事業を実施しました。
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサークル登録団
体数

1１団体 ― 15団体 15団体 -

子育てサークル育成・
支援回数

4７回/年 ― 60回/年 60回/年 -

№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育て講演会参加者数 141人/年 78人/年 150人/年 150人/年 53人/年

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

ファミリーサポートセンター基礎講座において、支援者向けの講座を２回実施しました。

はとぽっぽ教室として、春教室（6月、7月開催）で３回、特別編（2月開催）で1回開催し、延べ２
５組５３人が参加しました。

縮小

子育て支援事業の充実（再掲）

90

子育てママ座談会を充実させるとともに、子育て経験者等により、子育てに関する悩みや不安の相談
などに対応します。また、子育てに関する講座を開催するなど、新たな子育てネットワークを構築し
ます。

■成人教育事業

令和３年度までは高い競争率で安定した需要がありましたが、令和４年度以降は応募数が急激に減少
し、定員割れが常態化している状況です。

指標/目標

89
－２

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

指標/目標

地域で活躍するファミリーサポートセンターの協力員の養成のため、支援者向け講座を毎年実施して
います。
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回/年 24回/年 24回/年 24回/年 24回/年

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回/年 ― ― 24回/年 -

91

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

新型コロナウィルス感染拡大があり、妊婦の利用が減少傾向でしたが、少しずつ利用が戻り、妊婦同
士の交流をする姿がありました。また、出産後も継続して施設利用に繋がり、先輩母として妊婦にア
ドバイスするなど交流を深めることができました。

指標/目標

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も継続して施設の利用に繋げられるように努めまし
た。妊婦事業では、パートナーの参加も多く、情報交換など交流が盛んに行われました。令和5年度
は、妊婦と0歳つどい事業妊婦参加数が０人でしたが、令和６年度は６人の参加がありました。
プレママのつどい：妊婦17人・その他5人　妊婦と0歳つどい：145人（うち妊婦６人）

継続

子育て家庭の交流の充実（再掲）

子育て家庭の交流の充実（再掲）

91ー1

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

妊娠届出時の配布資料や妊娠後期の手紙の同封物に事業を掲載し、広く周知を行いました。出産前に
健康教育を行う場として、正しい知識の普及や不安の軽減等に努めました。

指標/目標

プレママのつどいでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後についての講話を行い、妊婦の相談
に対応しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサポーター事業
協力参加人数

116人/年 187人/年 169人/年 220人/年 216人/年

ふくっ子クラブ開催回
数

９回/年 ― ― 10回/年 -

小学３年生体験教室開
催団体数

23団体 ― ― 協力団体数に統合 -

協力団体数 17団体 ― ― 42団体 -

読み聞かせ講座開催 20件/年 ― ― 18件/年 -

92

指標/目標

子育てボランティア（子育てサポーター）の事業協力を得て、子育て支援センター事業を実施いたし
ました。子育てサポーターおはなし会：１１回/年、子育て支援センターまつり１２回/年

継続

地域における子育て支援体制の確立

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

令和４年度、令和5年度に子育てサポーター養成講座を開催し、継続的に子育てボランティア（子育
てサポーター）の育成を図りました。地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図ることや、
地域全体で子育てを応援する体制を充実させることができました。
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№
施策名/担当部

署
公民館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサポーター事業
協力参加人数

116人/年 ― ― 220人/年 -

ふくっ子クラブ開催回
数

９回/年 10回/年 10回/年 10回/年 10回/年

小学３年生体験教室開
催団体数

23団体 協力団体数に統合 協力団体数に統合 協力団体数に統合 協力団体数に統合

協力団体数 17団体 ４２団体 47団体 42団体 42団体

読み聞かせ講座開催 20件/年 ― ― 18件/年 -

地域における子育て支援体制の確立

92
－１

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

近年、地域課題が多岐に渡ってきていますが、専門家等との連携により、きめ細やかな地域課題に対
応し解決を図ってきました。

指標/目標

自治組織、サークル活動団体、地元民間企業、ふじみ野市食生活改善員協議会等の専門組織、事業参
加者ＯＢ・ＯＧ、本市と包括連携協定を締結している大学はじめ地域や専門家等、多くの協力団体か
らの支援を確立しています。

継続
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№
施策名/担当部

署
図書館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサポーター事業
協力参加人数

116人/年 ― ― 220人/年 -

ふくっ子クラブ開催回
数

９回/年 ― ― 10回/年 -

小学３年生体験教室開
催団体数

23団体 ― ― 協力団体数に統合 -

協力団体数 17団体 ― ― 42団体 -

読み聞かせ講座開催 20件/年 13件/年 8件/年 18件/年 12回/年 

92
－２

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

幼稚園、保育園、小学校など色々な場所で出張絵本講座を開催しました。毎年、講座の参加者がボラ
ンティアとして登録してくれました。ボランティアとして活動するのは難しい方も、絵本の選び方か
ら絵本を使った子どもとの関わり方まで勉強になったいう声を多数いただきました。

指標/目標

読み聞かせボランティアの育成講座と子育て支援センターで図書館員の絵本講座をおこないました。
＜上福岡図書館＞読み聞かせ講座
上野台子育て支援センター　出張「絵本講座」　延べ2回/26人
ふじみ野市母子愛育会員読み聞かせ講習会　　　1回/11人
＜大井図書館＞　読み聞かせ講座
「はじめよう！読み聞かせ」　　　　　　　　　　　　　　　1回/7人
「絵本の読み聞かせ講座」　　　　　　　　　　　　　　　　4回/20人
亀久保小学校のボランティア向け　出張「読み聞かせ講座」　1回/21人
みほの幼稚園のボランティア向け　出張「読み聞かせ講座」   1回/12人
大井子育て支援センター　出張「絵本講座」　延べ2回/28人

継続

地域における子育て支援体制の確立
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

小学生の登下校時の見
守り活動実施クラブ

2クラブ ― ― ５クラブ -

介護予防センターでの
多世代交流事業回数

8回/年 ― ― 15回/年 -

№
施策名/担当部

署
高齢福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

小学生の登下校時の見
守り活動実施クラブ

2クラブ ２クラブ ２クラブ ５クラブ 2クラブ

介護予防センターでの
多世代交流事業回数

8回/年 10回/年 4回/年 15回/年 4回/年

指標/目標

93

世代間交流の推進

93
－１

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

いきいきクラブ（単位老人クラブ）では、会員数の減少が進む中、見守り活動を継続することができ
ました。また、介護予防センターでは、定期的に多世代交流事業や近隣保育所が参加できる事業を開
催し、多世代交流の拠点として地域での定着を図りました。

指標/目標

世代間交流の推進

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

伝承遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動等を実施するなど、世代間交流を推進しまし
た。

ボランティアを招聘した伝承遊びや、小学生の登下校時の見守り活動を実施しました。

継続

小学生の登下校時の見守りについて、２クラブで実施しました。
ワクワクウキウキセンター祭り、納涼祭等、介護予防センターでの多世代交流を実施しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

小学生の登下校時の見
守り活動実施クラブ

2クラブ ― ― ５クラブ -

介護予防センターでの
多世代交流事業回数

8回/年 ― ― 15回/年 -

№
施策名/担当部

署
図書館

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.15

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

おはなし会の開催回数 22０回/年 134回/年 164回/年 230回/年 150回/年

世代間交流の推進

93
－２

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

世代間交流を積極的に行い、保育所での交流を実施しました。

指標/目標

交通安全母の会の方による、5歳児への就学にむけての交通安全の紙芝居やお話会を実施しました。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

図書館の充実

94

蔵書の充実を図るとともに、司書やボランティアによる読み聞かせやお話会を開催します。また、
様々な行事を通じて、本の魅力を伝えることで、子どもたちの読書活動を推進します。

■図書館奉仕事業

おはなし会を継続して開催することにより、図書館を身近に感じてもらえることや本が好きな子ども
に育つこと、図書館員と利用者、利用者同士の交流の場としても大きな役割を担えたと感じます。

指標/目標

継続

＜上福岡図書館＞
定例おはなし会　延べ12回/239人、あおぞらおはなし会　延べ2回/138人、子どもおはなし会
1回/19人、イオンタウンおはなし会　延べ10回/426人、英語のおはなし会　1回/16人、春のお
はなし会　1回/49人
「駒西小学校×上野台小学校５年生ビブリオバトル」　参加者/241人
「ぐりとぐらのおはなしクイズでいっしょにあそぼう！」　参加者/36人
「本を借りてしおりを集めよう！」　参加者/164人
「おしえて！福中生の好きな本」　参加者/149人
＜上福岡西公民館図書室＞
定例おはなし会　延べ12回/90人
「本を借りてしおりを集めよう！」　参加者/115人
＜大井図書館＞
定例おはなし会　延べ80回/1,251人、おはなしくまさん　延べ12回/173人、クマクマくらぶ
延べ12回/212人、英語のおはなし会　延べ3回/54人、夏休みおはなし会　1回/20人、暗闇おは
なし会　1回/30人、夏休みスペシャルおはなし会　1回/24人、春休みおはなし会　1回/9人、ぶ
んこのつどい　1回/94人
「ステラ・ウェスト１周年イベント 地域文庫のおはなし会と作家のサインとイラスト展示」　参加
者/27人
「本を借りてしおりを集めよう！」　参加者/555人

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.53

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

出前子育てサロン参加
人数

102人/年 90人/年 34人/年 100人/年 50人

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.53

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

出前子育てサロン参加
人数

102人/年 ― ― 100人/年 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 5,858人/月 3,715人/月 5,908人/月 4,061人/月

指標/目標

95
－１

保育士や保健師が集会所や公民館分館、放課後児童クラブなどに出向き、簡単な遊びと子育てに関す
る相談や対話の機会を設けます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業

子育て支援施設に行くことのできない親子を対象に、専門職が地域に出向く出前子育てサロンや、放
課後児童クラブを活用した子育てサロンで、簡単な講話や子育て相談等を実施しました。

指標/目標

96

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

令和2年度から令和4年度頃までは、新型コロナウイルスの感染予防対策に努め、安心、安全に配慮
して施設運営を行いました。子育てパンフレットを作成、市内関係機関へ配架し、地域子育て支援拠
点の周知及び利用に繋げることができました。

指標/目標

出前子育てサロンの推進

95

保育士や保健師が集会所や公民館分館、放課後児童クラブなどに出向き、簡単な遊びと子育てに関す
る相談や対話の機会を設けます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業

会館や放課後児童クラブなど身近な場所で出前子育てサロンを開催することで、子育てに関する相談
や対話の場を持つことができました。保健センター、児童センター、子育て支援センターが連携して
事業を実施することで、市内施設の周知を図り、情報提供とともに必要な支援に繋げることができま
した。

子育て支援拠点の充実（再掲）

保健師や栄養士、保育士など専門職員が地域に出向き、簡単な遊びの提供や子育て相談、栄養相談な
どに対応し、対話の機会を設けました。6月28日（金）ふじみ野会館：24人（大人11人、こども
13人）9月6日（金）福岡放課後児童クラブ13人（大人6人、こども7人）11月1日（金）赤土hら
会館（大人6人、こども7人）

継続

出前子育てサロン：年3回実施。参加延べ人数　50人
子育てサロン：年6回実施。参加延べ人数　35人。

継続

ふじみ野市公式インスタグラムに市内13地域子育て支援拠点の投稿を行うなど、新たな周知を図り
ました。また、子育てパンフレット（子育て支援施設紹介とマップ掲載）の配架を市内関係機関や新
興住宅地を建築中の民間業者へ依頼するなど、市民の手に渡るよう努めました。

継続

出前子育てサロンの推進
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てコンシェルジュ
事業利用者満足度

100% 100% 98% 100% 97%

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

電子母子手帳アプリの
登録者数

450人/年 2,050人/年 2,325人/年 2,500人/年 2,675/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.49

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育て情報メール発信
件数

147件/年 250件/年 286件/年 300件/年 299件/年

保健センターにおける相談・情報提供の充実（再掲）

98

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子健康教育・相談事業

引き続き、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施し
ます。

指標/目標

子育てコンシェルジュ事業の充実（再掲）

97

子育てに関する情報を提供し、相談対応のみならず、保健センター等関係機関へ同行するなど個別
ニーズを把握するとともに、妊娠期から子育て期まで寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育て
の不安軽減に努めます。

■子育て支援センター管理運営事業

妊娠期から子育て期までの方が気軽に足を運び、子育ての情報を得たり、相談ができたりする施設と
して周知を図りました。また、市内の子育て関係機関との連携を図り、同行するなど個別のニーズに
対応いたしました。

指標/目標

多様な情報媒体による子育て情報の提供の推進

99

ホームページ、市報、冊子、ＳＮＳなどの多様な媒体を活用して、子育て関連施設、子育て支援サー
ビス、各種講座や関係機関の子育て支援活動の情報提供を積極的に行います。

■子ども・子育て支援対策事業

さまざまな媒体を活用し、各種子育て情報の発信を積極的に行うことができました。

指標/目標

妊娠期から子育て期まで個別のニーズに合わせて、寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育ての
不安の軽減に努めました。相談総件数：1,095件（うち保健師対応件数646件）関係機関連携件
数：95件

継続

すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を実施し、電話での子育て相談も実施しました。
（参加者延べ人数：すくすく相談311人、健診フォロー相談31人、育児専門相談21人）

継続

各施設における子育て関連事業の情報を、Fメールを用いて299回配信しました。また、メール配信
システムの画像添付機能などを活用することで、より分かりやすい発信に努めました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.49

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
子育てＹＥＬＬを読ん
で子育てに参加しよう
と思った父・祖父母の
割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
協働推進課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.112

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

外国籍市民生活相談件
数

217件/年 300件/年 326件/年 395件/年 -

外国語（英語）版で作
成している乳幼児健診
問診票の種類

１種類 ― ― ４種類

子育て情報誌・子育てマップの充実

100

「子育てガイドブック」や子育て応援手帳「子育てＹＥＬＬ」の内容の充実を図り、子育て世帯に配
布します。また、子育て支援関連施設の場所を示した子育てマップを作成し、子育て家庭に役立つ情
報を提供します。

■子ども・子育て支援対策事業

「子育てガイドブック」及び「子育てYELL」について、２年ごとに内容の更新を行うことで、市の
最新の子育て情報の周知を図ることができました。

指標/目標

101

指標/目標

国際交流センターと連携し、「外国語版生活ガイドブック」の作成・配布、インターネットを活用し
た外国語版生活ガイドホームページの開設及び更新、多言語による生活相談窓口の開設を実施しま
す。また、外国語版の母子手帳や乳幼児健診の問診票を作成し、充実した支援を行います。

「子育てガイドブック」及び「子育てYELL」について、令和６年度版の冊子紙媒体および電子書籍
で発行しました。

継続

８言語の「外国籍市民生活ガイドブック」について更新作業を行い、主に行政手続きを行う施設に
470冊配布し、外国籍市民が安心して暮らせるようサポートを行いました。また、「外国語版生活ガ
イドホームページ」について庁内及び2市1町で内容をとりまとめ、更新を行いました。多言語によ
る生活相談窓口の開設については、ふじみの国際交流センターにて年間310件の相談を受けました。

継続

外国籍市民への総合的な子育て情報の提供及び相談体制の充実

■国際化推進事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■乳幼児健康診査事業

「外国籍市民生活ガイドブック」「外国語版生活ガイドホームページ」の更新作業、及び「外国籍市
民生活相談」をふじみの国際交流センターと連携して実施することで、外国籍市民が安心して暮らせ
るサポート環境を整えてきました。
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.112

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

外国籍市民生活相談件
数

217件/年 ― ― 395件/年 -

外国語（英語）版で作
成している乳幼児健診
問診票の種類

１種類 1種類 1種類 ４種類 4種類

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保健推進員が活動する
自治組織割合

93% 98.3% 91.4% 100.0% 90%

101
-１

国際交流センターと連携し、「外国語版生活ガイドブック」の作成・配布、インターネットを活用し
た外国語版生活ガイドホームページの開設及び更新、多言語による生活相談窓口の開設を実施しま
す。また、外国語版の母子手帳や乳幼児健診の問診票を作成し、充実した支援を行います。

■国際化推進事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■乳幼児健康診査事業

引き続き、国際交流センターと連携し、子育ての情報提供や相談体制の充実化を図ります。

指標/目標

保健推進員制度の普及・啓発（再掲）

102

保健推進員の協力のもと、地域への母子保健情報の周知や地域の状況に応じた健康づくりを推進する
ために、保健推進員制度の普及・啓発を行います。

■地域健康推進事業

コロナ禍で地域での活動ができない時期がありましたが、現在は活動を再開し、地域に合わせた健康
づくりのための活動をおこなっています。引き続き「地域と行政との健康づくりのパイプ役」とし
て、保健推進員と連携・協働し、保健事業の周知や啓発などをすすめていきます。

指標/目標

外国籍市民への総合的な子育て情報の提供及び相談体制の充実

外国籍の産婦に対し、新生児・乳幼児全戸訪問時に行う産後うつに関するアンケートでは、必要時外
国語版を使用しました。必要な方に対し、外国語版母子手帳の配布、乳幼児健診の問診表を送付し、
支援を行いました。多言語通訳器を用いて、相談事業等で活用し支援の充実を図りました。

継続

第12期保健推進員　81人（52/58自治組織）。
がん予防や熱中症予防、脳の発達を促すエクササイズ等をテーマに研修を実施しました。また、地域
における健康づくりをテーマに外部講師を招き、講義やグループワークなどを実施しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
建築課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.108

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育て家庭向けの公営
住宅募集にかかる市報
掲載回数

３回/年 ３回/年 2回/年 ３回/年 3回/年

№
施策名/担当部

署
学校給食課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

給食時間やＰＴＡ試食
会を活用した調理員・
栄養士の学校訪問実施
校数

13校 19校 ９校 19校 9校

食育実施施設数（保育
所（園））

28か所 ― ― 28か所 -

３歳児対象の乳幼児健
康診査における集団食
育指導の実施割合

99% ― ― 100% -

栄養教諭等による出前
授業の実施校数

14校 19校 11校 19校 11校

104

指標/目標

子育て家庭向け安全・安心で快適な住居の提供

103

関係機関との連携を図りながら、特定優良賃貸住宅制度・県営住宅・市営住宅などの情報を提供しま
す。

■市営住宅等管理事業

庁内の関係課と連携して情報提供を行い、子育て家庭への支援を強化しました。その一環として、
「ひとり親世帯」向けの市営住宅について、入居補欠者募集の仕組みをより多くの方に周知した結
果、申し込み件数の増加を達成し、入居世帯増加に寄与しました。また、子育て世代が安心して住ま
いを確保できる環境づくりを目指し、専用枠を設けた県営住宅の募集案内を実施し、必要な情報提供
を行いました。

指標/目標

継続

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食に関する知識の普及を
実施します。また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させ
るとともに、乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

毎月配付する献立表への掲載や校内放送を通した食習慣の啓発、栄養教諭による食育指導を実施しま
した。

PTA対象の試食会は、１１校実施しました。
そのうち、9校で栄養に関する講話を2校で栄養に関する資料配付を行いました。
また、児童・生徒対象の出前授業では、栄養教諭による食育指導を実施しました。

市営住宅の入居補欠者募集時に霞ヶ丘第１住宅３１号棟９戸を「ひとり親世帯」向けとして確保し、
市報や子育てガイドブック、保育所掲示版を活用して、情報提供しました。また、県で行う若い子育
て世代を支援するための専用枠を設けた県営住宅の募集案内を建築課窓口、市役所本庁舎受付、大井
総合支所、上福岡出張所で配布し、情報提供しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

給食時間やＰＴＡ試食
会を活用した調理員・
栄養士の学校訪問実施
校数

13校 ― ― 19校 -

食育実施施設数（保育
所（園））

28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

３歳児対象の乳幼児健
康診査における集団食
育指導の実施割合

99% ― ― 100% -

栄養教諭等による出前
授業の実施校数

14校 ― ― 19校 -

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104
－１

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食に関する知識の普及を
実施します。また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させ
るとともに、乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

食育計画を作成し、食育指導を実施しました。

指標/目標

食育計画に基づき、年齢にあった望ましい食習慣の定着に努めました。公立保育所では、離乳食指導
のために栄養士が定期的に様子を見に行き、子どもの発達に合わせた指導に努めました。

継続
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

給食時間やＰＴＡ試食
会を活用した調理員・
栄養士の学校訪問実施
校数

13校 ― ― 19校 -

食育実施施設数（保育
所（園））

28か所 ― ― 28か所 -

３歳児対象の乳幼児健
康診査における集団食
育指導の実施割合

99% 100% 92% 100.0% 98.7%

栄養教諭等による出前
授業の実施校数

14校 ― ― 19校 -

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104
－２

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食に関する知識の普及を
実施します。また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させ
るとともに、乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

ふじみ野元気・健康プランに含まれる食育推進計画に基づき、健康づくり計画との一体的な取り組み
により食育を推進しました。乳幼児健康診査や母子健康教育・相談事業において、妊娠中からの切れ
目ない食育の充実を図りました。また、庁内栄養士連絡会議において、「ふじみん食の学習ノート」
の小学校での活用をはじめとした、効果的な食育の取組みを検討を重ねたところ、冊子の一部を授業
内で活用できたり、電子媒体として、教員共有フォルダ内にデータを載せることができ、活用の幅が

広がりました。

指標/目標

乳幼児健康診査、母子健康教育・相談事業における栄養指導・相談：個別相談451人、集団指導
2,169人

内、３歳児健康診査における集団栄養指導を、年間24回実施、集団指導753人
離乳食教室：参加者106人

パパママセミナーにおける栄養講座：参加者209人

継続
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
給食時間やＰＴＡ試食
会を活用した調理員・
栄養士の学校訪問実施
校数

13校 ― ― 19校 -

食育実施施設数（保育
所（園））

28か所 ― ― 28か所 -

３歳児対象の乳幼児健
康診査における集団食
育指導の実施割合

99% ― ― 100% -

栄養教諭等による出前
授業の実施校数

14校 ― ― 19校 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.106

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ジョブスポット利用に
よる就職割合

82% ― ― 100% -

継続

104
－３

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食に関する知識の普及を
実施します。また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させ
るとともに、乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食に関する知識の普及を
実施しました。

指標/目標

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

関係部署と密に連携をとりながら、相談体制を整え、ひとり親家庭の困りごと解消や生活向上に向け
て、支援の充実を図りました。

指標/目標

市民総合相談室や地域福祉課、西部福祉事務所など関係機関と連携し、相談体制の充実を図りまし
た。また、児童扶養手当の現況届出時等に相談があった際は、丁寧に聞き取りを行い個々のニーズに
応じた適切な支援機関の案内等を行いました。

栄養教諭の出前授業を可能な限り実施しました。

継続

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実



 11/14　資料①

№
施策名/担当部

署
市民総合相談
室

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.106

指標
実績値

（Ｒ1）
実績値

（R４）
目標値

（R５）
実績値

（Ｒ５）
目標値

（Ｒ６）

ジョブスポット利用に
よる就職割合

82% ― ― 100% -

№
施策名/担当部

署
地域福祉課
生活福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.106

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ジョブスポット利用に
よる就職割合

82% 95% 72% 100% 81%

■市民相談事業
　子どもの養育費や親権問題、面会交流等様々なひとり親が抱える問題に対して、家庭問題に関する
相談・弁護士相談・女性のためのDV・総合相談として各専門の相談員を配置し、相談事業を実施し
ました。

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105
－１

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

■市民相談事業
　情報提供や心理的支援を行い、ひとり親家庭が安心して健やかに生活を送れるよう、相談者の置か
れた状況やニーズに応じた相談事業を実施することができました。

指標/目標

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105
－２

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

今後も市民総合相談室との連携を図ります。
（生活保護受給者等就自立促進事業）
ひとり親世帯に対して関係機関との連携により、就労や活用できる支援を案内し、支援を要する世帯
や子どもを支援に繋ぎました。

指標/目標

継続

相談があった場合、問題解決に向けて必要な支援へ迅速に繋げられるよう、市民総合相談室、民生委
員・児童委員と連携をとっています。
（生活保護受給者等就労自立促進事業）
ジョブスポットふじみ野の就職支援ナビゲーターと連携し、ひとり親家庭の保護者に就労支援を行い
ました。

継続
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№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

相談支援専門員（市内
事業所）の数

8人/年 18人/年 22人/年 17人/年 22人/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.114

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

発育・発達相談件数 28３件/年 950件/年 1,051件/年 950件/年 1,505件/年

障がい者相談支援体制の充実

106

障がい児（者）やその家族等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、福祉サービスの利用援
助等を支援するとともに、虐待防止等の権利擁護のために必要な支援を行います。

■障がい者相談支援センター運営事業

開所から5年が経過し、相談件数も年々増えていることから、障がい児・者の総合的な相談窓口とし
ての認知度が高まってきました。

指標/目標

107

発育・発達に心配のある児童の発育・発達相談、通園事業、巡回相談など専門的な療育支援、相談支
援を実施します。また、発達が気になる児童が地域でともに育ち、安心して生活できるよう総合的な
支援を実施します。

■児童発育・発達支援センター事業

令和2年度においては、市内の発育発達に不安のある児童が年々増加し、児童発育・発達支援セン
ターの基幹的機能を強化するため、センターの公設化に係る条例を制定し、令和3年度において運営
体制を整え令和4年度より公の施設として運営を開始しました。市内の発達支援に係るニーズに対
し、地域の発達支援の中核的施設を確立しました。

指標/目標

障がい児・者に関する年間相談件数は、3,071件です。相談内容に応じて、児童発育・発達支援セン
ターや子育て支援課等と連携を図りました。また、市内相談支援事業所連絡会を3回、児童発育・発
達支援センター主催の連絡会に3回出席し、関係機関との相互連携を図りました。権利擁護に関する
出前講座を1回実施しました。

継続

発達総合相談支援における相談対応件数は1,505件であり、このうち就学前児童については、言葉の
遅れ、落ち着きのなさ及び集団行動ができない等の相談が多く、就学児童については、学習の理解の
遅れ、集団生活ができない等の理由の相談が多い現状でした。この状況に対し、アウトリーチに主軸
を置く支援を実施し、就学前児童については、センター内事業を積極的に活用した支援を展開しまし
た。
(その他専門相談)　専門発達相談　50件　専門個別支援（ＳＴ　141件/実件数　OT　97件/実件
数）

継続

児童発育・発達支援センター事業の実施
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№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.114

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

発育・発達相談件数 28３件/年 ― ― 950件/年 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.117

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子ども・子育て連携会
議の開催数

１回/年 検討中 ― 4回/年 4回/年

児童発育・発達支援センターを中心に、保健・福祉・教育の連携による発育発達に不安のある児童に
係る機関で構成する会議を開催し、その結果を踏まえ療育につなげる（利用する）ことができまし
た。

指標/目標

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

児童発育・発達支援センター事業の実施

107
－１

発育・発達に心配のある児童の発育・発達相談、通園事業、巡回相談など専門的な療育支援、相談支
援を実施します。また、発達が気になる児童が地域でともに育ち、安心して生活できるよう総合的な
支援を実施します。

■児童発育・発達支援センター事業

令和4年の児童発育・発達支援センターが公の施設となる以前までは、会議を活用し発育発達に不安
のある児童への支援について協議を重ね、センターが公の施設となった以後は、センターの基幹的機
能を発揮し、就学前から就学期への移行に係る課題や支援策等についての協議を行い、体制構築を図
りました。

指標/目標

小児科医師が出席する発育・発達支援会議を開催し、必要な児童に対し、必要な支援につなぎまし
た。また、会議の結果から、障がい児への福祉サービスへつながる場合もあるため、児童発育・発達
支援センターと連携し適切な療育の利用に繋いでいます。
発育・発達支援会議の開催回数：12回

児童発育・発達支援ネットワークとして、児童発育・発達支援センターを主軸に、子育て支援課、障
がい福祉課、こども家庭センター及び保育課の子ども家庭分野における連携会議を開催し、切れ目の
ない支援及び各機関の役割等についての協議を行い、連携体制の強化を図りました。

継続
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№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.117

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子ども・子育て連携会
議の開催数

１回/年 ― ― 4回/年 -

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.117

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子ども・子育て連携会
議の開催数

１回/年 ― ― 4回/年 -

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－２

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－１

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

発育・発達に課題を抱える子どもの早期支援を行うため、児童発育・発達支援センターおよび子育て
支援センターと合同で親子教室を実施し、支援が必要なケースを紹介し支援しました。

指標/目標

指標/目標

継続

療育に関することや医療的ケア児の支援等に関して、児童発育・発達支援センターや市内事業所等の
関係機関と連携し、課題の把握や支援策等について協議・検討する取り組みを行いました。

地域自立支援協議会・子ども部会を1回開催し、障がい児の療育に関する課題等について協議しまし
た。また、医療的ケア児の協議の場（第1回：令和6年10月2日、第2回：令和7年2月5日に開催）
の協議内容等を検討しました。

継続

発育・発達に課題を抱える子どもについて、関係各課と連携を図りました。
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.117

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子ども・子育て連携会
議の開催数

１回/年 ― ― 4回/年 -

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.120

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

障がい児保育実施施設
数

８か所 10か所 11か所 10か所 11か所

放課後児童クラブ障が
い児担当支援員研修受
講者数

10人/年 ― ― 25人/年 -

発育・発達に課題を抱える子どもたちが安心して就学できるよう、関係各課と連携を密にとり、総合
的な支援を実施しました。

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－３

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

発育・発達に課題を抱える子供について、関係各課と連携した支援を実施することができました。

継続

指標/目標

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおける障がい児の受け入れ体制の充実

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおいて、保育を必要とする障がい児の受け入れのための
職員体制や研修の充実に努めます。また、障がい児保育を行う私立の保育施設を支援します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■放課後児童クラブ管理運営事業

職員配置の調整や補助金を利用し、障がい児童の受け入れを実施しました。
109

指標/目標

公立保育所では職員の配置を調整し、私立保育所では県や市の補助金を利用し、受け入れを実施しま
した。公立11人（5施設）、私立29人（6施設）受け入れました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.120

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

障がい児保育実施施設
数

８か所 ― ― 10か所 -

放課後児童クラブ障が
い児担当支援員研修受
講者数

10人/年 25人/年 23人/年 25人/年 34人

№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

日中一時支援事業登録
団体数

22団体 22団体 22団体 25団体 20団体

指標/目標

障がい児一時預かりの充実

110

障がい児の日中における活動の場を確保し、障がい児家族等の一時的な休息を図るために、日中一時
支援や短期入所の利用ができるよう事業所との連携を強化します。

■障がい者福祉サービス事務
■障がい者地域生活支援事業

障がい児の日中一時支援事業の利用者が増えていることから、障がい児家族等の一時的な休息が図れ
ていることが考えられます。

指標/目標

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおける障がい児の受け入れ体制の充実

109
－１

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおいて、保育を必要とする障がい児の受け入れのための
職員体制や研修の充実に努めます。また、障がい児保育を行う私立の保育施設を支援します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■放課後児童クラブ管理運営事業

障がい児童の受け入れに伴い、適切な人数の障がい加配職員を配置するとともに、各種研修を受講す
ることで、障がい児童の受け入れ体制の充実を図ることができました。

放課後児童クラブでは53人の障がい児童を受け入れ、34人の障がい加配職員を配置しました。ま
た、障がい児童との関わり方など、必要に応じた各種研修を受講しました。

継続

障がい児の日中における活動の場を確保し、障がい児家族等の一時的な休息を図るための日中一時支
援を実施しました。
日中一時支援事業実績：8人　444,500円

継続
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№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

基幹相談支援センター
設置か所数

0か所 １か所 １か所 1か所 1か所

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.123

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

おひさまの会の開催回
数

9回/年 5回/年 ４回/年 10回/年

№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.124

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

重症心身障がい児等を
支援する市内の障がい
児施設数

3か所 ４か所 ４か所 ４か所 4か所

障がいのある児童をもつ親子を対象とした子育て支援

112

おひさまの会において、ダウン症のお子さんとその保護者の交流する場を提供し、親同士の仲間づく
りや情報交換、子育て相談などを行います。

■母子健康教育・相談事業

参加者の希望に合わせて、ZOOMでの参加を可能にしました。子ども達が保育園等の所属先ができ
たことで開催回数は減りましたが、一度おひさまの会を辞めた方が会への参加を再開したりと要望は
あると感じました。

指標/目標

医療的ケア児に対する支援の充実

113

日常的に医療的ケアを必要とする障がい児が身近な地域で支援を受けられるよう、関係機関との協議
の場を設け、サービスの提供体制を確保します。また、特別支援学校及び在宅に看護師を派遣する場
合の費用の一部を助成することで保護者負担を軽減します。

■障がい者福祉サービス事務

発育・発達に課題を抱える子どもについて関係各課で連携を図り、障がい児への福祉サービスの検討
や、医療的ケア児の協議の場を開催し、医療的ケア児を含む障がい児へ支援について協議することが
できました。

指標/目標

継続

自立支援協議会 子ども部会において、医療的ケア児の協議の場の実施内容等を検討し、第1回協議の
場を令和6年10月2日に開催。医療的ケア児の事例をとおして支援の在り方を検討しました。また、
第2回協議の場を令和7年2月5日に開催し、医療的ケア児の協議の場を開催し、医療的ケア児ケース
の情報共有や朝霞保健所管内の市内の医ケア児の取組について報告を行いました。

継続

障がい児在宅福祉サービスの充実

111

補装具や日常生活用具の支給及び居宅介護サービス、移動支援の充実に努めるとともに、在宅心身障
がい児の介護者に対し、相談支援体制の強化を図ります。また、介護者からのニーズの多様化に対応
するため、事業所の育成に努めます。

■障がい者福祉サービス事務
■障がい者地域生活支援事業

補装具や日常生活用具の支給及び居宅介護サービス、移動支援等に関する必要な障害福祉サービス支
給決定を行うことにより、在宅生活の支援につながりました。

指標/目標

補装具：延べ14件　3,334,581円（公費負担：3,169,864円）
日常生活用具：延べ20件　1,214,768円（紙おむつ含む）、（公費負担：1,117,968円）
移動支援事業：34件　473,508円
※全て児童のみ

継続

年間5回開催を計画し、会の参加者の意向をくみながら実施しました。令和6年度は対象者のお子さ
んが保育園や児童発達支援施設への通所を開始した方が多く、保護者も職場復帰された方が多かった
ため開催が少なくなりました。また、お子さんは各施設を利用中のため保護者のみの参加となりまし
た。実施回数2回、参加者延べ8名（保護者8名）。参加を再開した保護者もいました。
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№
施策名/担当部

署
こども家庭セ
ンター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.16

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

要保護児童対策地域協
議会における個別ケー
ス検討会議実施回数

66回/年 70回/年 81回/年 70回/年 77回/年

№
施策名/担当部

署
こども家庭セ
ンター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.19

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

児童虐待防止キャン
ペーン等による普及・
啓発活動実施回数

２回/年 3回/年 3回/年 ３回/年 3回/年

№
施策名/担当部

署
地域福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

情報共有会議開催回数 11回/年 12回/年 12回/年 12回/年 12回/年 

児童委員等による相談・支援活動の充実

116

指標/目標

指標/目標

継続

支援体制の強化のため、関係機関において情報共有と役割分担をし、支援に努めました。

継続

市ホームページ及び市報にて児童虐待防止の普及啓発を行い、また、保育園、学校、医療機関等に児
童虐待防止啓発ポスター及びチラシを配布しました。さらに、11月の児童虐待防止月間では、ステ
ラウェスト内の大井図書館にて児童虐待関連の図書展示を行いました。

継続

無理のない範囲で相談・支援活動や見守り活動を行いました。
5地区の民生委員・児童委員協議会定例会を月１回開催し、委員同士で情報交換を行いました。ま
た、研修等の機会を通し、関係機関との連携に努めました。

要保護児童対策地域協議会における個別ケース検討会議を積極的に開催し、関係機関にて連携した支
援体制を強化します。

■児童福祉支援事務

協議児童は、関係機関からの保護者の養育への支援が特に必要と認められる児童のため、支援を終結
するという判断が難しく、協議児童数減少を図ることが困難であることが課題です。

■児童福祉支援事務

市内の児童虐待件数は年々増加傾向にあり、市民の児童虐待防止に関する理解促進を図るため、継続
して市民に向けた普及・啓発活動を実施します。

要保護児童対策地域協議会の充実

115

地域ぐるみで児童虐待の防止に取り組めるよう、市民に向けた普及・啓発活動を行います。

114

指標/目標

児童虐待防止の普及・啓発

民生委員・児童委員や主任児童委員などの相談・支援活動の充実や見守りを強化するとともに、定例
会等を通して関係機関と十分連携した支援活動を行います。

■民生委員・児童委員事務

毎月１回社会福祉協議会が発行する月刊誌を単身高齢世帯へ配布をすることで見守りをしてきまし
た。
また、毎月１回、各地区定例会を開催し、必要な情報を共有し、民生委員・児童委員同士の連携を強
化しました。
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№
施策名/担当部

署
こども家庭セ
ンター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.16

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通報があった際の安全
確認実施割合

100% 100% 100% 100% 100%

妊娠届出時において、
安心して出産できる環
境等の状況把握割合

100% ー ー 100% -

№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通報があった際の安全
確認実施割合

100% ー ー 100% -

妊娠届出時において、
安心して出産できる環
境等の状況把握割合

100% ー ー 100% -

117
－１

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

虐待共通ダイヤルや虐待予防の啓発を行うとともに、通報のあった世帯に児童がいる場合には、こど
も家庭センターや他の部署からの確認及び情報共有を図りました。

指標/目標

児童虐待の防止と早期発見・対応

児童虐待通報件数は236件ありました。児童虐待防止の観点から、児童関係機関との協働的支援を実
施し、児童虐待の早期発見及び防止に努めました。

指標/目標

117

継続

障がい福祉課で取り扱った虐待に関する相談・通報件数：1９件
障がい福祉課で取り扱った障がい児虐待に関する相談・通報：0件

継続

児童虐待の防止と早期発見・対応

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

児童虐待件数は年々増加傾向にあるため、継続して児童関係機関との連携を強化し、養護相談及び児
童が自ら相談できる体制を構築します。
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№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通報があった際の安全
確認実施割合

100% ー ー 100% -

妊娠届出時において、
安心して出産できる環
境等の状況把握割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通報があった際の安全
確認実施割合

100% ー ー 100% -

妊娠届出時において、
安心して出産できる環
境等の状況把握割合

100% ー ー 100% -

児童虐待の防止と早期発見・対応

117
－２

指標/目標

117
－３

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

学校において児童虐待の兆候を早期に発見するため、日々の観察や児童生徒との信頼関係の構築に努
め、児童相談所や関係機関と密接に連携し、必要な情報を共有しながら迅速に対応を行い、児童生徒
の安全確保に努めました。

指標/目標

関係機関と連携を図りながら、家庭訪問等により早期に児の安全確認を行い、虐待の防止に努めまし
た。

継続

校長会等を通じて教職員へ児童虐待防止を周知し、早期発見に向けた取組みや校内体制の推進を指導
しました。

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

今後も関係機関との連携体制を強化し、虐待の防止に努めます。

児童虐待の防止と早期発見・対応

継続
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№
施策名/担当部

署
こども家庭セ
ンター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.23

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

里親リーフレット配布
か所

10か所 15か所 19か所 27か所 28か所

№
施策名/担当部

署
市民総合相談
室

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.82

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

男女共同参画啓発事業
への参加人数

150人/年 300人/年 214人/年 300人/年 178人/年

男女共同参画意識の高揚

119

男女共同参画の意識の浸透に向け、あらゆる機会を通じて市民に働きかける啓発活動を行います。

■男女共同参画推進事業

令和4年7月に自分らしく活躍するまちを目指す施策のひとつとして、「パートナーシップ宣誓制
度」を導入。同年10月「ふじみ野市各種様式等における性別記載ガイドライン」を作成し、性別情
報が業務上必要な場合を除き、性別記載欄は設けないこととする、市の考え方を示しました。令和5
年度に「ふじみ野市第２次男女共同参画基本計画」の見直しを行い、さらに「困難女性支援基本計
画」を含めることで、新たな課題に対応する計画とし、施策を展開しました。

指標/目標

里親制度の普及

118

児童相談所を中心として実施する「里親入門講座」の案内、周知等を実施し、里親に関する情報提供
及び普及促進を行います。

指標/目標

・審議会等の女性委員の登用促進に向けた取組について検討し、令和7年3月に「ふじみ野市におけ
る審議会等への女性委員登用促進方針」を策定しました。
・災害時の避難所における性暴力防止の啓発活動として啓発ポスターを作成し、総合防災訓練で各避
難所に掲示しました。
・埼玉県内の市町村とパートナーシップ制度に係る連携に関する協定を締結しました。

継続

■児童福祉支援事務

里親普及ポスターやリーフレットを児童関係機関へ配付するほか、川越児童相談所と協働し里親制度
の啓発活動に努めました。

継続

厚生労働省が作成した里親普及ポスターやリーフレットを児童関係機関へ配付しました。また、児童
相談所の里親推進担当が行う「里親入門講座」の周知を図るため、市ホームページに講座開催を掲載
し、参加者を募集しました。
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№
施策名/担当部

署
産業振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.73

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ふるさとハローワーク
紹介件数

1,983件/年 2,470件/年 1,490件/年 2,500件/年 1,381人/年

№
施策名/担当部

署
人事課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.83

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ワーク・ライフ・バラ
ンスが市役所内で浸透
してきていると思う職
員の割合（庁内アン
ケートより）

未実施 80.0% 61% 80% 64.6%

雇用情報の提供

120

ふるさとハローワークの連携体制を強化するとともに、求人情報提供端末や窓口での閲覧により、情
報提供を行います。

■労働推進事業

ふるさとハローワークの周知を行い、求職者へ情報提供することができました。

指標/目標

ワーク・ライフ・バランスの普及及び啓発

121

仕事と生活の調和をめざすために、各種情報ツールを活用し、より幅広い層にワーク・ライフ・バラ
ンスの普及及び啓発を行うとともに、企業の子育てに対する理解と協力を求めます。

■労働推進事業

特定事業主行動計画に基づいて周知啓発を図ってきたところですが、引き続き継続して実施し、ワー
ク・ライフ・バランスの普及に努めます。

指標/目標

求人情報の紹介件数は1,381件でした。

継続

庁内イントラにより年2回各種制度の周知を実施しました。
ワーク・ライフ・バランスデー（水曜日）に庁内放送や庁内イントラにより定時退庁の周知を実施し
ました。
勤務時間を1時間前倒しする「朝型勤務（あさ活）」を通年実施しました。
プレミアムフライデー（月末金曜日）に庁内イントラにより午後3時退庁の周知を実施しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
産業振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.83

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ワーク・ライフ・バラ
ンスが市役所内で浸透
してきていると思う職
員の割合（庁内アン
ケートより）

未実施 ー ー 80% -

№
施策名/担当部

署
人事課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 達成できなかった 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.84

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

育児関連制度等の職員
周知割合（庁内アン
ケートより）

71.8% 80.0% 73% 80% 71.9%

122

働きながら子育てをしていくために育児休業や看護休暇制度などを周知し、子育てしやすい就労環境
の実現に向け、商工会や事業主に対して理解と協力を求めます。

■人材育成事業
■労働推進事業

特定事業主行動計画に基づいて周知啓発を図ってきたところですが、引き続き継続して実施し、諸制
度に対する理解度の向上及び理解のある職場環境づくりに努めます。

指標/目標

埼玉県産業労働部及び埼玉県労働局からの情報を提供し、子育てしやすい就労環境の実現に向けた支
援を行いました。

継続

年度当初に制度の周知啓発を目的とした通知を発出しました。
庁内情報システム内のライブラリに、各種制度の概要について一覧化した資料を掲載しました。
育児休業等取得予定者等に対し、各休暇制度を個別説明しました。
男性職員の育児休業についての意向確認を行いました。

継続

ワーク・ライフ・バランスの普及及び啓発

育児休業・看護休暇制度等の周知及び啓発

121-1

仕事と生活の調和をめざすために、各種情報ツールを活用し、より幅広い層にワーク・ライフ・バラ
ンスの普及及び啓発を行うとともに、企業の子育てに対する理解と協力を求めます。

■労働推進事業

県からの情報をチラシやポスターを活用し、広く周知することができました。

指標/目標
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№
施策名/担当部

署
産業振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.84

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

育児関連制度等の職員
周知割合（庁内アン
ケートより）

71.8% ー ー 80% -

№
施策名/担当部

署
産業振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.87

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

女性再就職支援セミ
ナー参加者数

７人/年 20人/年 5人/年 20人/年 8人/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

土曜行事回数（市立） 2回/年 ８回/年 2回/年 ８回/年 2回/年

保護者間交流、情報交
換会実施園（私立）

６園 17園 12園 17園 19園

働く親の交流の促進

124

懇談会などを通じて子育て支援に関する情報交換を行うとともに、働く親が集まりやすい日時に合わ
せ交流会を開催し、子育てに関する情報や子育てに役立つ知識を取得する場を創出します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

クラスや保育所の子ども理解につながる保護者会や行事を行い、保護者同士のコミュニケーションの
機会としました。

指標/目標

育児休業・看護休暇制度等の周知及び啓発

122-1

働きながら子育てをしていくために育児休業や看護休暇制度などを周知し、子育てしやすい就労環境
の実現に向け、商工会や事業主に対して理解と協力を求めます。

■人材育成事業
■労働推進事業

県からの情報をチラシやポスターを活用し、広く周知することができました。

指標/目標

再就職への支援

123

出産や育児休業により仕事を中断し、その後再就職を希望している人に対し、セミナーなどを開催す
るとともに、ホームページ、ＳＮＳ、市報などの媒体を用いて情報提供を行い、再雇用制度を普及・
啓発します。

■労働推進事業

県との共催事業としてセミナー等を実施し、再就職にむけた就労支援ができました。

指標/目標

埼玉県産業労働部及び埼玉県労働局からの情報を提供し、子育てしやすい就労環境の実現に向けた支
援を行いました。

継続

県との共催事業として在宅ワーカー育成セミナーを実施し、ふじみ野市から８名参加しました。

継続

保護者参加の懇談会や行事で、情報交換や異年齢クラスの保護者との交流を深めました。また、クラ
ス会では、保育所での子どもの様子を写真や動画でみてもらったり、同じ年齢の子の発達や育ち合い
を伝え、交流し合う機会にしました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.43、95

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ファミリー・サポー
ト・センター提供会員
及び両方会員数

277人/年 300人/年 290人/年 330人/年 251人/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.43、95

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

会員募集の説明会回数 1回/年 ５回/年 1回/年 ５回/年 1回/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.88

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 １０か所 １０か所 １０か所 9か所

ファミリー・サポート・センターの充実

126

利用しやすい充実した環境づくりに向けて、提供会員の増加を促すため、活動内容を周知し、市報や
ホームページ等でＰＲ活動を行います。

■児童センター管理運営事業

チラシの配布や市報掲載などで周知を図りましたが、より提供会員および両方会員の数が増えると良
いです。

指標/目標

一時預かりの充実（再掲）

127

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

保護者のニーズに合わせた適切な預かりサービスを提供しました。

指標/目標

シルバー人材センターの配布物に有償ボランティア募集チラシを封入したほか、市報の子育て支援施
設特集にて、提供会員のインタビューなどを掲載しました。

継続

公立2か所、私立4か所、認定こども園2か所、子育てふれあい広場1か所で一時預かり保育を実施
し、保護者のニーズに合わせ適切な預かりサービスを提供しました。

継続

125

地域の人材を活用したファミリー・サポート・センター事業や社会福祉協議会による相互援助事業を
通して人材を育成するとともに、子育て家庭を地域ぐるみで応援します。

■児童センター管理運営事業

講座受講や交流により、ファミリー・サポート・センター提供会員の人材育成に繋がりました。

指標/目標

年2回の基礎講座では提供会員が保育士や保健師による講座を受講し、提供会員交流会では会員同士
の情報交換を実施し、今後の活動に生かせるよう話し合いました。

継続

地域人材の有効活用と育成
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.88

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 ー ー ー -

№
施策名/担当部

署
建築課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ユニバーサルデザイン
を取り入れた子育て支
援施設整備数

１件/年 ー ー 整備完了済 整備完了済

№
施策名/担当部

署
公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ユニバーサルデザイン
を取り入れた子育て支
援施設整備数

１件/年 ー ー 整備完了済 整備完了済

子育てにやさしいユニバーサルデザインの推進

128-1

子育て支援施設の整備において、子どもと一緒に安心して利用できるよう配慮するとともに、誰に
とっても使いやすいユニバーサルデザインを推進します。

■建築営繕事務
■公園緑地管理事業

施設の整備等を行う際は、引き続きユニバーサルデザインを取り入れた整備を計画し、利用しやすい
施設整備を実施します。

指標/目標

杉並クローバー公園園地改修工事、東久保中央公園更新整備工事及びみほのちびっこ広場遊具改修工
事において、リンク遊具、ユニバーサルデザイン製品を使用したインクルーシブ遊具や滑り台の設置
を行いました。

継続

127-1

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

子育てふれあい広場での一時預かり事業により、買い物やリフレッシュなど、就労に限らない保護者
の多様なニーズに応えることができました。

指標/目標

子育てにやさしいユニバーサルデザインの推進

128

子育て支援施設の整備において、子どもと一緒に安心して利用できるよう配慮するとともに、誰に
とっても使いやすいユニバーサルデザインを推進します。

■建築営繕事務
■公園緑地管理事業

子育て支援施設の工事等において埼玉県福祉のまちづくり条例等の整備基準を遵守するとともに、引
き戸の採用など使いやすい施設整備を推進しました。

指標/目標

子育てふれあい広場において一時預かり事業を実施し、1,094件の利用がありました。

継続

第４東原放課後児童クラブの新築にあたり、ユニバーサルデザインに配慮した建物計画に関する助言
を行いました。

継続

一時預かりの充実（再掲）
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№
施策名/担当部

署
公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.59

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

老朽化した遊具の入替
実施公園数

２か所/年 ２か所/年 １か所/年 ２か所/年 4か所/年

№
施策名/担当部

署
文化・スポー
ツ振興課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

Np.11

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

アウトリーチ事業を体
験した児童生徒数

690人/年
（小学生）

0人/年
（中学生）

450人/年
（小学生）
400人/年
（中学生）

500人/年
（小学生）
357人/年
（中学生）

525人/年
（小学生）
400人/年
（中学生）

371人/年
（小学生）

0人/年
（中学生）

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.1、58

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

こどもにやさしいまち
づくり条例（仮称）の
制定

検討中 条例策定済 条例策定済 条例制定済 条例制定済

130
（新規）

子どもの多様な価値観や創造力、表現力を育成するため、アートフェスタやアウトリーチ事業など
様々な文化芸術事業の推進を図ります。

■文化振興事業

アウトリーチ事業に参加している児童数は減少傾向にありますが、アートフェスタ、アウトリーチ事
業を通じ、こどもたちが芸術に触れる機会を創出することができました。

指標/目標

こどもにやさしいまちづくり条例（仮称）の検討

131
（新規）

社会情勢の変化による子育て環境の変化や子どもの体力・運動機能低下などの課題に対応するため、
子どもたちの確かな成長を市全体で見守ることができるよう、「こどもにやさしいまちづくり条例
（仮称）」の制度を検討します。

■子ども・子育て支援対策事業

令和４年4月1日より「ふじみ野市こどもの未来を育む条例」が施行されました。以降、条例に基づ
き複数の取り組みを行いました。

指標/目標

公園環境の整備

129

都市計画マスタープランやみどりの基本計画に基づき、安心して遊ぶことができる公園の環境整備に
取り組みます。また、老朽化した遊具の入替など公園のリニューアルを実施し、子どもが安全に遊ぶ
ことのできる公園環境を整備します。

■公園緑地管理事業

利用者からの報告等があった公園の不具合箇所の修繕を実施します。

指標/目標

継続

条例に基づくこどもの意見表明の及び社会参加の支援として令和５年度に実施した、福岡中央公園に
おけるボール遊びを検討するワークショップの結果を受けて、令和６年４月１日よりルール付きで福
岡中央公園でボール遊びができることとしました。また、条例に基づくこどもの社会参加を促進する
機会として市内事業所等を招き、小学生を対象とした職業体験事業「ふじみ野キッズランド」を開催
しました。

継続

富士見台第1・2・3公園のブランコマット設置、東久保中央公園の階段修繕、西沼公園階段修繕及び
法面進入禁止柵設置、亀久保北公園ベンチ設置の整備を実施しました。

継続

令和６年度における学校でのアウトリーチ事業実績は３件でした。

文化芸術活動の推進
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№
施策名/担当部

署
環境課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

路上喫煙及びポイ捨て
防止キャンペーン実施
回数

２回/年 ２回/年 ２回/年 ２回/年 2回/年

奉仕活動として公園等
の清掃活動を
実施する「公園等愛護
会」の団体数

42団体 ー ー 42団体 -

清掃美化活動 ２回/年 ー ー ３回/年 -

№
施策名/担当部

署
公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

路上喫煙及びポイ捨て
防止キャンペーン実施
回数

２回/年 ー ー ２回/年 -

奉仕活動として公園等
の清掃活動を
実施する「公園等愛護
会」の団体数

42団体 41団体 42団体 42団体 42団体

清掃美化活動 ２回/年 ー ー ３回/年 -

環境美化の推進

132

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

多くの人々が通勤・通学で利用する上福岡駅周辺で、地域の方々と共にごみ拾いを行うことで、地域
住民や通勤・通学者へのポイ捨て防止やきれいなまちづくりの周知啓発を行うことができました。

指標/目標

環境美化の推進

132-1

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

令和6年度末で1団体が解散しました。愛護会会員の高齢化により愛護会活動が困難になることによ
る団体数の減少が予想されます。
新設団体を増やしていけるようPRをするとともに。既存団体への支援やニーズの把握を行います。

指標/目標

今年度においても、年２回路上喫煙及びポイ捨て防止キャンペーンを実施しました。１回目
（R6.5.15)の参加者は１10名で協力団体は１3団体、２回目（R6.11.13)の参加者は１08名で協
力団体は１３団体でした。

継続

1団体が新設され、愛護会通信による情報提供やアンケート実施により現在の問題点や要望を把握し
ました。また、活動を支援するための清掃用具等の配布を行いました。

継続
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№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

路上喫煙及びポイ捨て
防止キャンペーン実施
回数

２回/年 ー ー ２回/年 -

奉仕活動として公園等
の清掃活動を
実施する「公園等愛護
会」の団体数

42団体 ー ー 42団体 -

清掃美化活動 ２回/年 ３回/年 ２回/年 ３回/年 1回/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

現況届の提出割合（児
童手当：6月末時点）

76% ー ー ー ー

市報による制度の周知 １回/年 １回/年 １回/年 １回/年 １回/年

132-2

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

民間団体等との連携により、地域住民や地元企業の方々と河川の美化活動を実施することにより、河
川への愛護を推進し、愛着を育んでいただけるような活動が出来ました。

指標/目標

133

指標/目標

児童手当制度等の普及・啓発

子育て家庭の生活の安定のために児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当などを支給するととも
に、制度の普及に向けた啓発を行います。

■児童手当支給事務
■児童扶養手当支給事務
■障がい者福祉サービス事務

子育て家庭の負担軽減のため、児童手当・児童扶養手当を適切に支給しました。また制度改正の内容
等についてホームページや市報を通して周知・啓発を行いました。

環境美化の推進

市民と行政が協力して、新河岸川沿いの清掃活動を１１月に実施しました。３月に実施を予定してい
た清掃活動については、天候不良により中止となりました。
６月に川越県土整備事務所が主催する、びん沼清掃活動に参加予定であったが天候不良のため中止と
なりました。

継続

【児童手当】令和６年度は大幅な制度改正（①支給対象高校生年代終了までに拡大②所得制限撤廃③
第３子以降の高校生年代終了までの児童へひと月あたり一律３万円支給）があり、市報やHP等で制
度改正の周知・啓発を行いました。また、支給事務を迅速に行い、子育て家庭の支援の充実に努めま
した。
【児童扶養手当】令和６年度において、所得限度額及び第３子以降の多子加算額が引き上げられる制
度改正に伴い、市報やHP等で掲載し、制度の周知・啓発を行いました。また、支給事務を迅速に行
い、子育て家庭の経済的負担軽につなげました。

継続
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№
施策名/担当部

署
障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

現況届の提出割合（児
童手当：6月末時点）

76% ー ー ー -

市報による制度の周知 １回/年 ー ー １回/年 -

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.106

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

支援が就労に結びつく
件数

３件/年 8件/年 3件/年 10件/年 4件/年

№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

こども医療費受給者証
発行割合

93.5% 100.0% 94% 100.0% 93%

133-1

子育て家庭の生活の安定のために児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当などを支給するととも
に、制度の普及に向けた啓発を行います。

■児童手当支給事務
■児童扶養手当支給事務
■障がい者福祉サービス事務

障害者手帳の交付数の増加や制度の周知により、受給者は増加しています。

指標/目標

こども医療の充実

135

中学３年生までのこども医療費の自己負担分を助成し、保護者の子育てに係る経済負担を軽減しま
す。

■こども医療費支給事業

こども医療費の自己負担分を助成することで、経済的負担を軽減しました。また、令和６年度の助成
対象年齢を拡大したことにより、高校生世代までの世帯の医療費負担軽減につなげることができまし
た。

指標/目標

ひとり親家庭の就労や生活支援

134

就労のための資格取得や職業訓練への助成、就労相談を実施する専門機関の紹介などにより、自立に
向けた支援を行います。また、児童扶養手当や母子・寡婦福祉資金貸付制度を周知し、経済的な自立
を促進します。

■ひとり親家庭等資金支援事業

就労のための資格取得や職業訓練への助成、就労相談を実施する専門機関の紹介など、制度内容の周
知に努めました。また、児童扶養手当現況の届出の際などにリーフレットを配布し、ひとり親家庭等
の就労支援に繋げました。

指標/目標

令和6年度末時点特別児童扶養手当受給資格者（支給停止中を含む）：198人

継続

児童扶養手当やひとり親家庭等医療費現況の届出の際に、自立促進支援制度の概要をまとめたリーフ
レットを配布しました。また、相談を受けた際には、丁寧に聞き取りを行い、個々のニーズに合わせ
た制度内容や必要書類の案内を行いました。

拡充

令和６年４月診療分より助成対象年齢を１８歳の年度末まで拡大しました。制度内容について市報や
ホームページなどに掲載し、制度の普及・啓発を行いました。また、ジェネリック医薬品への切替に
ついて周知するとともに、医療費の負担を抑制し、安定的な事業運営に努めました。

継続

児童手当制度等の普及・啓発



 11/14　資料①

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保育料軽減児童数 98人/年 140人/年 157人/年 180人/年 132人/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保育料軽減児童数 3,144人/年 2,800人/年 2,521人/年 4,450人/年 2,416/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.98

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

要保護・準要保護児童
生徒数

1,130件/年 1,100人/年 1,150人/年 1,220人/年 994人/年

利子補給者数 7人/年 ー ー 40人/年 -

136

保育所（園）・認定こども園等に通園する家庭の第３子以降の子どものうち、０～２歳までの子ども
がいる保護者の負担を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

第３子以降の子どものうち、保育所（園）・認定こども園等に通園する０～２歳までの保育利用料を
無償化しました。

指標/目標

幼児教育・保育の無償化による保護者負担の軽減

137

幼児教育・保育施設に通う３～５歳のすべての子どもの保育利用料を無償化することで、保護者負担
を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

幼児教育・保育施設に通う３～５歳クラス（幼稚園は満３歳）のすべての子どもの保育利用料を無償
化し、保護者負担を軽減しました。

指標/目標

学校教育に関する保護者負担の軽減

138

学校教育に係る就学援助・奨励費の支給、奨学金の利子補給を行い、保護者負担を軽減します。

■就学援助・奨励事業
■特別支援教育就学奨励費事業
■修学資金利子補給金交付事業

認定基準及び支給費目について、国補助基準に合わせた改正を行い、保護者負担の軽減を図りまし
た。

指標/目標

132人を無償化しました。

継続

幼児教育・保育施設に通う３～５歳クラス（幼稚園は満３歳）のすべての子どもの保育利用料を無償
化し、保護者負担を軽減しました。

継続

就学援助制度等の周知徹底を図り、希望する保護者が確実に申請できるよう、就学時健康診断におけ
る保護者説明の実施、チラシ配布、市報及び市ホームページへの掲載するなど申請勧奨を行いまし
た。

継続

保育所（園）・認定こども園等の保護者負担の軽減
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№
施策名/担当部

署
教育総務課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.98

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

要保護・準要保護児童
生徒数

1,130件/年 ー ー 1,220人/年 -

利子補給者数 7人/年 37人/年 59人/年 40人/年 46人/年

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

保育料軽減児童数 412人/年 420人/年 422人/年 507人/年 428人/年

学校教育に関する保護者負担の軽減

138-1

学校教育に係る就学援助費、就学奨励金の助成及び入学準備金、奨学金の利子補給を行い、保護者負
担を軽減します。

■就学援助事業
■特別支援教育就学奨励費事業
■修学資金利子補給金交付事業　入学準備金・奨学金利子補給金交付等事業

利子補給者は概ね増加傾向にあり、５年間でのべ195人に対して利子補給金を交付しました。また、
より多くの家庭に制度を利用していただけるよう、継続して制度の周知に努めました。

指標/目標

多子世帯への経済的援助

139

保育所（園）・認定こども園・幼稚園に子どもが２人以上通っている家庭の保育料を軽減し、保護者
負担を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業

保育所（園）・認定こども園・幼稚園等に子どもが２人以上通っている家庭の保育利用料を2人目は
半額、3人目以降は無償し、保護者負担を軽減しました。

指標/目標

継続

市広報やホームページでの周知、市内公立中学校３年生へのチラシの配布、日本政策金融公庫やふじ
み野駅、商業施設へのチラシの配架などにより制度周知に努めました。

2人目保育料軽減対象は296、3人目以降保育料軽減対象者は132人でした。

継続
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.125

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

交通安全教室実施校数 19校 19校 19校 19校 19校

交通安全指導実施施設
数

13か所 13か所 13か所 21か所 21か所

№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.125

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

交通安全教室実施校数 19校 ー ー 19校 -

交通安全指導実施施設
数

13か所 ー ー 21か所 -

交通安全教育の推進

140

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

指標/目標

交通安全教育の推進

関係団体と連携し、交通安全意識がもてるよう啓発活動を行いました。

指標/目標

140-1

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

警察、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自転車による事故防止対策とし
て、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識の高揚を図りました。

警察、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施しました。また、自転車による事故防止対策とし
て、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識の高揚を図りました。

継続

5歳児の就学前の交通安全講習として、交通安全母の会から講話や紙芝居で交通安全の啓発を行いま
した。また、日々の保育の中でも、紙芝居で交通安全意識がもてるようにしました。

継続
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№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.125

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

交通安全教室実施校数 19校 ー ー 19校 -

交通安全指導実施施設
数

13か所 ー ー 21か所 -

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.125

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通学路の安全点検実施
回数（小学校）

３回/年 ３回/年 ３回/年 ４回/年 4回/年

交通指導員の配置人数 39人/年 ー ー 39人/年 -

交通安全教育の推進

140-2

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

東入間警察署との連携により、市内13校の小学校で交通安全教室を実施しました。警察の指導のも
と、低学年には模擬信号機を用いた横断歩道の歩行練習を、高学年には自転車の安全な乗り方練習を
行い、児童の交通安全意識の向上に努めました。

指標/目標

通学路の安全活動の推進

141

教職員による登校指導や保護者、交通指導員などの地域住民と協力し、登下校時の安全確保に努めま
す。また、ＰＴＡや安全ボランティアなどの協力により、通学路の安全調査や安全マップを作成し、
交通安全への意識を高めます。

■教育支援事業
■交通安全推進事業

各学校で保護者、交通指導員などの地域住民と協力しながら、学校・家庭・地域が一体となって子ど
もたちの登下校時の安全確保に努めました。

指標/目標

各学校で保護者、交通指導員などの地域住民と協力し、登下校時の安全確保に努めました。また、Ｐ
ＴＡや安全ボランティアなどの協力により、通学路の安全調査や安全マップを作成しました。

継続

市内の小学校１３校において交通安全教室を実施、交通安全の啓発を行いました。

継続
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№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.125

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

通学路の安全点検実施
回数（小学校）

３回/年 ー ー ４回/年 -

交通指導員の配置人数 39人/年 ３9人/年 ３8人/年 39人/年 38人/年

№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

不審者対応等の防犯教
育に関する教職員の研
修会実施校数

19校 19校 19校 19校 19校

校区内防犯会議の実施
割合

92% ー ー 100% -

危機管理マニュアル等による防犯指導の強化

142

不審者から子どもを守るため、危機管理マニュアル等を活用し、児童、生徒、教職員を対象に研修会
を実施し、不審者対応についての意識高揚を図ります。また、地域・学校・行政と連携し、校区内防
犯会議を実施し、地域内での防犯情報の共有を図り、犯罪抑止力を高めます。

■教育支援事業
■防犯推進事業

危機管理マニュアルの見直しを実施し、学校・家庭・地域が一体となった防犯体制の強化を図りまし
た。

指標/目標

不審者から子どもたちを守るため、校内での定期的な訓練に加えて、学校運営協議会等で学校・家
庭・地域が一体となった見守り活動を実施するなど見守り体制の強化を図りました。

141-1

教職員による登校指導や保護者、交通指導員などの地域住民と協力し、登下校時の安全確保に努めま
す。また、ＰＴＡや安全ボランティアなどの協力により、通学路の安全調査や安全マップを作成し、
交通安全への意識を高めます。

■教育支援事業
■交通安全推進事業

各小学校と連携して交通指導員を配置することにより、通学路や学校周辺の重要箇所において児童が
安全に通学することを支援し、児童が安全に登校できる環境の整備や児童の交通安全意識の向上に寄
与しました。

指標/目標

継続

交通指導員の配置を行い、安全確保に努めました。

継続

通学路の安全活動の推進
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№
施策名/担当部

署
危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

不審者対応等の防犯教
育に関する教職員の研
修会実施校数

19校 ー ー 19校 -

校区内防犯会議の実施
割合

92% 100% 11% 100% 22%

№
施策名/担当部

署
危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
実績値

（R４）
目標値

（R５）
実績値

（Ｒ５）
目標値

（Ｒ６）

防犯意識啓発をする自
治組織数

57団体 58団体 58団体 58団体 58団体

№
施策名/担当部

署
危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
防犯推進会議加盟団体
数

147団体 166団体 166団体 171団体 170団体

防犯パトロール実施回
数（各校）

３回/年 ー ー ５回/年 -

令和２年４月時点の１４７団から令和７年３月末時点で２３団体増加の１７０団体と、拡充を図るこ
とができた。今後も、市内各団体に声かけを実施し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚
のため、加盟団体の拡充に取り組みます。

指標/目標

危機管理マニュアル等による防犯指導の強化

142-1

不審者から子どもを守るため、危機管理マニュアル等を活用し、児童、生徒、教職員を対象に研修会
を実施し、不審者対応についての意識高揚を図ります。また、地域・学校・行政と連携し、校区内防
犯会議を実施し、地域内での防犯情報の共有を図り、犯罪抑止力を高めます。

■教育支援事業
■防犯推進事業

　危機管理防災課、教育委員会及び市内各小・中学校との連携が取れたことによって、子どもに対す
る声掛け事案の発生等の事案の共有をスムーズに行うことができました。
　引き続き、教育委員会及び各学校と密に連携し、子どもに対する犯罪抑止力の向上につなげていき
ます。

指標/目標

防犯意識啓発の充実

143

防犯キャンペーンを実施し、地域における防犯講話や親子防犯教室の開催のほか、防犯情報メールの
発信や「見せる防犯」として、地域に対して防犯のぼり旗を提供するなど、防犯意識の高揚に向けた
取り組みを積極的に推進します。

■防犯推進事業

引き続き、防犯キャンペーンなどの実施のほか、各地域・団体等に対する自主的な防犯活動の支援及
び防犯情報の発信を行い、市民の防犯意識高揚に向けた取組を積極的に推進します。

指標/目標

防犯活動の推進

144

自治組織、ＰＴＡや事業所などで構成される「ふじみ野市防犯推進会議」の加盟団体の拡充を図り、
全地域に対して、防犯活動を推進します。また、各学校において、不審者対応等の防犯訓練を実施
し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を図ります。

■防犯推進事業
■教育支援事業

継続

防犯推進会議において、新規に６団体（事業所）が加盟し、市内の防犯体制の強化が図れました。

継続

　校区内防犯会議において犯罪情勢等の共有を図ったほか、教育委員会や警察と連携し、児童・生徒
に対する声掛け事案の共有など、地域内での防犯情報について周知を図りました。

継続

防犯キャンペーン（１１回）、市職員による防犯講話（１６回）、親子防犯教室（幼稚園６か所）、
防犯情報メールの発信（９０回）、防災行政無線放送（３２回）、市民青パト隊によるパトロール
（2３６回）を実施しました。また、各地域に対する防犯のぼり旗の提供など、防犯意識の高揚に向
けた取り組みを実施しました。
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.126

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
防犯推進会議加盟団体
数

147団体 ー ー 171団体 -

防犯パトロール実施回
数（各校）

３回/年 ３回/年 3回/年 ５回/年 5回/年

№
施策名/担当部

署
学校給食課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

Np.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
食物アレルギーに対す
る保護者相談会開催回
数

２回/年 ２回/年 ２回/年 ２回/年 2回/年

アレルギー食対応施設
数（保育所（園））

28か所 ー ー 28か所 -

食物アレルギー等対応
研修会の実施回数

２回/年 １回/年 １回/年 １回/年 1回/年

145

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

平成２８年度から開始したアレルギー対応食の提供は、増加傾向でした。（平成３０年度１２人、令
和元年度１８人、令和２年度２６人、令和３年度３０人、令和４年度４０人、令和５年度４４人、令
和６年度４３人）

指標/目標

防犯活動の推進

144-1

自治組織、ＰＴＡや事業所などで構成される「ふじみ野市防犯推進会議」の加盟団体の拡充を図り、
全地域に対して、防犯活動を推進します。また、各学校において、不審者対応等の防犯訓練を実施
し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を図ります。

■防犯推進事業
■教育支援事業

各学校で不審者対応等の避難訓練を実施し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を図りま
した。

指標/目標

アレルギー対策の推進

各学校で不審者対応等の避難訓練を実施しました。事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を
図りました。

継続

学校給食における食物アレルギーに対する保護者相談会を実施しました。
また、なの花学校給食センターにおいて、食物アレルギー対応食（卵・乳除去食）を調理し、対象児
童に提供しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
保育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
食物アレルギーに対す
る保護者相談会開催回
数

２回/年 ー ー ２回/年 -

アレルギー食対応施設
数（保育所（園））

28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

食物アレルギー等対応
研修会の実施回数

２回/年 ー ー １回/年 -

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
食物アレルギーに対す
る保護者相談会開催回
数

２回/年 ー ー ２回/年 -

アレルギー食対応施設
数（保育所（園））

28か所 ー ー 28か所 -

食物アレルギー等対応
研修会の実施回数

２回/年 ー ー １回/年 -

アレルギー対策の推進

145-1

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■幼児教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

子どもの体質や健康状態について嘱託医、保育所、保護者が連携が取れるような健診の機会としまし
た。職員は食物アレルギーに関する研修会に参加しました。

指標/目標

アレルギー対策の推進

145-2

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

乳幼児健康診査および相談事業の際に、アレルギーに関する情報提供および個別相談を実施し、医師
の診断に基づく食品除去等の対応が行われるよう啓発しました。

指標/目標

嘱託医による内科健診を年2回行い、子どもの体質や健康状態を把握し、家庭と連携しました。アレ
ルギー児については、医師による生活管理表を基に食品除去等の対応を実施しました。

継続

乳幼児健康診査および母子健康教育・相談事業において、アレルギーに関する情報の提供および個別
相談を実施しました。
1歳6か月児と3歳児健康診査でアレルギー罹患調査を実施し、医師の診断による食品除去が行われる
よう啓発に努めました。
乳幼児健康診査等に従事する専門職を対象に、食物アレルギーに関する研修会を実施しました。

継続
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№
施策名/担当部

署
学校教育課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.47

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）
食物アレルギーに対す
る保護者相談会開催回
数

２回/年 ー ー ２回/年 -

アレルギー食対応施設
数（保育所（園））

28か所 ー ー 28か所 -

食物アレルギー等対応
研修会の実施回数

２回/年 ー ー １回/年 -

№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.130

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

道路の段差解消 20か所/年 8か所/年 ７か所/年 ８か所/年 8か所/年

道路の段差解消の推進

146

地域の協力を得ながら、危険か所を点検し、段差解消などのバリアフリー化を行い、安全な道路整備
を推進します。

■道路等管理事務　道路舗装補修事業

街路樹の根で隆起した歩道の段差を解消し、歩行者などが安全安心に利用できるように段差解消工事
を実施しました。。

指標/目標

アレルギー対策の推進

145-3

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

保護者から食物アレルギーの相談があった場合は、適時、担任や養護教諭、管理職が対応のうえ、学
校給食課と十分な連携を図りながら食物アレルギー対応相談を行い、アレルギー対応食等の提供が行
われました。

指標/目標

アレルギー対応の手順の見直しと様式集を整備し、児童生徒からのアレルギー相談に的確に対応でき
る体制を整備しました。

継続

市道幹線９号線・幹線10号線において、街路樹により、根隆起した歩道の整備を行い、歩行者など
が安全安心に利用できるようにしました。

継続
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№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ゾーン30の配置数 ５地区 5地区 5地区 ５地区 5地区

№
施策名/担当部

署
道路課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

-

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

ＬＥＤ防犯灯の整備か
所数

5,800か所 5,840か所 5,850か所 5,850か所 5,857か所

№
施策名/担当部

署
保健センター

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 十分達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.127

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

救急医療体制制度の市
民への周知割合（健康
カレンダー全戸配布、
市報、ホームページ）

100% 100% 100% 100% 100%
指標/目標

ＬＥＤ防犯設備等の整備

148

夜間における犯罪の防止と通行者の安全を守るため、ＬＥＤ防犯灯などの防犯設備の整備を推進しま
す。

■交通安全推進事業

市民から寄せられた要望を受け、地域の安全性向上を目指して必要に応じて防犯灯を設置しました。
この防犯灯の設置により、夜間の視認性が向上し、歩行者や自転車利用者などの通行者が安心して通
行できる環境の整備に寄与しました。

指標/目標

地域の医療体制の充実

149

東入間医師会、市医師会及び近隣の救急病院と連携を図り、休日・夜間における救急医療体制を確保
します。また、県の救急電話相談や休日における救急診療等について市民へ周知し、地域医療体制の
充実を図ります。

■救急・地域医療支援事業

ゾーン30区域の整備

147

一定の区域（ゾーン）内の道路の最高速度を時速30㎞に規制することで、歩行者等の安全を確保す
るため、必要に応じて、県警本部や東入間警察署と協議し、交通安全対策を図ります。

■交通安全推進事業

ゾーン30を継続して実施し、交通安全対策としての速度抑制に寄与しました。また、令和6年度に
は、スムーズ横断歩道の物理的デバイスにより、効果的に速度が下がることを確認しました。

指標/目標

市民にとって安心・安全な暮らしを守るためにも、市民が必要とする医療が円滑に受けられるよう、
県や関係市町、東入間医師会等との連携し、地域医療の充実に努めました。また、今後も市民に対し
て地域医療制度を周知するために、市報や市ホームページ、Ｆメール及び健康カレンダー等を活用し

た周知を行います。

休日急患診療所
（休日9：00～12：00、13：00～16：00、19：00～21：00）
　診療日数：7１日　患者数：1,1２３人
※小児時間外救急診療所：休診中

第二次小児救急医療支援事業 [朝霞地区小児救急医療支援事業]
イムス富士見総合病院
【当番日数】1１８日

継続

埼玉県警察、東入間警察署、大宮国道事務所と連携し、駒西地区のゾーン30区域内において、速度
抑制対策として、市道幹線6号線、江川緑道富士見橋付近に、騒音、振動の少ないハンプであるス
ムーズ横断歩道を設置し、一定程度の速度低下効果を確認しました。

継続

平成29年度のLED照明導入事業において、市の管理する防犯灯につきましては、LED化を完了して
おります。令和6年度においては、市民からの要望に基づきLED防犯灯の設置を行いました。

継続
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№
施策名/担当部

署
子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

Ｒ６実績報告

R２～６総括

評価 概ね達成した 今後の方向性
こども計画で
の位置付け

No.34、128

指標
実績値

（Ｒ1）
目標値

（R５）
実績値

（R５）
目標値

（Ｒ６）
実績値

（Ｒ６）

子育てサポーターを対
象とする事故予防研修
実施回数

２回/年 2回/年 2回/年 ２回/年 2回/年

職員の危機管理意識の高揚と施設等の安全確保

150

子どもが利用するすべての施設や参加する事業について、職員の危機管理意識を高め、日頃から危機
管理マニュアルに基づき十分安全点検し、施設や事業の安全確保に努めます。また、子どもが参加す
る事業に関わる指導員やボランティアを対象に救命救急法やリスクマネージメントの研修を行いま
す。

■子ども・子育て支援対策事業　ほか全庁関連事業

毎年開催の子どもの事故予防講座に子育てサポーターの参加を促し、複数名の子育てサポーターの受
講に繋がりました。協働で事業を実施する際の安全確保に努めることができました。

指標/目標

施設の安全点検を毎日実施し、安全確保に努めました。危機管理に関して課題が出た際には、職員間
で共有、確認、改善し、安全に事業を実施できるように努めました。子どもの事故予防講座に子育て
サポーターの受講を推進し、複数名の受講に繋げることができました。

継続


